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ここから、今日も走る、今日も飛ぶ。
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３月５日の「海里」の運行で、
特別なおもてなしを実施しました
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本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９
１

昨年３月に組織改編があり、これまで鉄道
運行をメインとしていた駅でも様々な企画を
更に主体的に実施できるようになりました。
そういった背景から、鶴岡・庄内を盛り上げ
るという共通の目的を持つＡＮＡにお声掛け
し、今回の「海里」イベント実施に至ってい
ます。当日の鶴岡駅では、地域の皆様による
おもてなしにも多大なるご協力を頂きました。
心からの感謝を申し上げます。

　今後もこういった企画を積み重ねながら、
ＪＲ東日本・鶴岡駅と地域の結び付きをより
深めていきたいと思っています。
　ダイヤ改正で時間が短縮されたこの機会に、
鶴岡・庄内のすばらしい観光地や食の情報な
どを首都圏の各駅でしっかりと発信し、美し
い羽越本線の車窓を楽しみながら多くのお客
様にお越しいただけるよう、これからも安全
運行を前提に誘客にも取り組んでいきます。

鶴
岡
駅
が
開
業
し
た
の
は
大

正
７
年
（
１
９
１
８
）
９
月
。

そ
の
後
１
０
０
年
以
上
に
わ
た

り
、
日
本
海
側
の
交
通
の
大
動

脈
で
あ
る
羽
越
本
線
の
主
要
駅

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に

新
津
〜
秋
田
間
の
羽
越
本
線
が

全
線
開
通
し
、
更
に
、
昭
和
6

年
（
１
９
３
１
）
に
上
越
線
が

全
線
開
通
す
る
と
、
鶴
岡
か
ら

東
京
ま
で
鉄
道
で
行
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
は
、
新
潟
駅
で

特
急
「
い
な
ほ
」
と
上
越
新
幹

線
「
と
き
」
の
乗
り
換
え
が
、

同
一
ホ
ー
ム
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
、
鉄
道
が
住
民

に
と
っ
て
よ
り
親
し
み
や
す
い

も
の
に
な
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
庄
内
統
括
セ
ン
タ
ー
を
創

設
し
、
地
域
に
密
着
し
た
取
り

組
み
を
主
体
的
に
企
画
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
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１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ

鶴
岡
駅

ＪＲ東日本
鶴岡駅長

海
え び さ わ

老澤友
ともひろ

宏 さん

鶴
岡
駅
‐
東
京
駅
間
が

最
大
14
分
の
時
間
短
縮

上
越
新
幹
線
の
速
度
向
上

（
最
高
速
度
が
こ
れ
ま
で
の
時

速
２
４
０
㎞
か
ら
時
速
２
７
５

㎞
に
）
等
に
よ
っ
て
、
３
月
18

日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
鶴
岡
か

ら
東
京
ま
で
鉄
道
で
行
く
場
合

の
最
短
時
間
が
、
上
り
で
３
時

間
25
分
と
な
り
、
14
分
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
大
宮
ま
で
は
最
短

3
時
間
2
分
で
す
。
首
都
圏
が

更
に
近
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 コロナ禍

で減少
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旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
に
欠
か
せ
な
い
飛
行
機
や
鉄
道
な
ど
の

交
通
機
関
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
数
が
減
少
し
ま
し
た
。

交
通
事
業
者
の
在
り
方
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
き
っ
か
け
に
変
わ
り
、″
地
域
創
生
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

地
域
の
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
今
年
５
月
に
変

わ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
人
の
動
き
も
活
発
に
な
り
、
そ
の
需

要
は
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
進
化
を
続
け
ど
ん
ど
ん

便
利
に
な
っ
て
い
く
鉄
道
と
飛
行
機
を
特
集
し
ま
す
。

平
成
３
年
10
月
に
開
港
し
た

庄
内
空
港
。
羽
田
線
１
往
復
・

大
阪
線
１
往
復
の
２
路
線
で
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
羽
田
線
で

は
往
復
数
を
徐
々
に
増
や
し
な

が
ら
、
札
幌
線
や
函
館
線
、
更

に
は
成
田
線
も
運
航
す
る
な
ど
、

そ
の
翼
は
全
国
各
地
そ
し
て
世

界
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
は
年
間
搭
乗
者

数
が
過
去
最
高
の
43
万
１
、３

１
５
人
を
記
録
。
そ
の
後
も
堅

調
に
搭
乗
者
数
を
維
持
し
、
令

和
元
年
に
は
成
田
線
の
運
航
開

始
も
あ
り
、
歴
代
２
位
の
42
万

９
、４
４
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
2
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
っ
て
利
用
者
が
激

減
し
、
減
便
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

航
空
需
要
が
徐
々
に
回
復
し
、

昨
年
6
月
に
は
、
従
来
の
４
往

復
に
戻
り
、
現
在
は
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
が
関
わ
る
庄
内
空
港
利
用

振
興
協
議
会
で
も
、
様
々
な
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
利
用
し
や
す
い

空
の
旅
の
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

庄
内
の
玄
関
口

庄
内
空
港

　私たちの１番の使命は皆さんを乗せた飛行
機を安全に飛ばすことです。庄内から東京ま
では１時間弱という短い時間ですが、その間
の皆さんの非日常感やワクワク感を大切にし
たいんです。そのためにも安全が第一です。
　最近では地域の連携にも力を入れています。
３月５日にＪＲの「海里」にブルーアンバサ
ダーを乗車させていただき、特別イベントを
行ったのは、地域を盛り上げていきたいとい

う思いからです。以前からＪＲとは交通事業
者間で連携したいと考えていましたので、良
い機会を頂けたと思っています。
　コロナに学んだことは、飛行機を飛ばすだ
けでなく、地域の人たちと手を携え、人と物
が流れるきっかけを作ることの重要性です。
これまでの皆さんの支えに応えられるよう、
いろいろチャレンジし、鶴岡・庄内の可能性
をもっと広げていきたいです。

ＡＮＡあきんど㈱
庄内支店長

前
ま え だ

田 誠
まこと

さん

庄
内
‐
羽
田
線
が

期
間
限
定
で
５
往
復
化

３
月
26
日
〜
５
月
31
日
と
10

月
１
日
〜
28
日
の
期
間
、
庄
内

空
港
と
羽
田
空
港
を
結
ぶ
飛
行

機
が
１
往
復
増
え
、
1
日
５
往

復
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
需
要
回
復
が
他
の
路
線
に

比
べ
順
調
な
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｎ

Ａ
の
ダ
イ
ヤ
見
直
し
に
伴
い
増

便
と
な
り
ま
し
た
。
増
え
る
の

は
羽
田
発
午
後
１
時
10
分
と
庄

内
発
午
後
２
時
55
分
の
便
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

４月以降に受給する年金からの仮徴収（差引き）が始まります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問介護保険料………………本所長寿介護課☎35‐1289または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険税…………本所課税課☎35‐1176
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎35‐1292または各地域庁舎市民福祉課へ

　次に該当する方は、４月に令和5年度保険料（税）の仮徴
収が始まります。今回お送りする通知書に記載されている保険
料（税）額は、令和４年度の状況を基に計算した仮の保険料（税）
額です。確定保険料（税）額については７月に改めてお知らせ
します また ６月以降に新たに年金からの差引きが始まる方します。また、６月以降に新たに年金からの差引きが始まる方
については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金から差し引かれ
　ている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差し
引かれた額と同額を４月 ６月 ８月に支引かれた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差し引きます。

■４月に新たに仮徴収が始まる方
《介護保険料》

65歳以上の方

昭和32年４月３日～10月２日
生まれで、新たに年金からの差
引きの対象となった方
→ ４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

《国民健康保険税》

65歳以上75歳未満の方

世帯主が昭和32年４月３日～10月
２日生まれで、新たに年金からの差
引きの対象世帯となった方
→ ２月中旬に仮徴収額決定通知書を
お送りしています

《後期高齢者医療保険料》

原則75歳以上の方

令和４年６月１日～10月２日に後
期高齢者医療制度に加入し、新たに
年金からの差引きの対象となった方
→ ４月上旬に仮徴収額決定通知書を
お送りします

国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金か
らの差引きから「口座振替」による支払いに変更する
ことができます。希望する方はお問い合わせください。

■年金からの差引きの対象となる方

条件 介護 国保 後期

①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である
①と②の両方
に該当する方

①～⑤の全て
に該当する方

①～③の全て
に該当する方②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない

③ 国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保
険料を足した額が、差引きの対象となる年金額の半分よりも少ない

④世帯主が国民健康保険の被保険者である

⑤世帯内の国民健康保険被保険者全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きが始まる時期

介護保険料・国民健康保険税（生年月日） 後期高齢者医療保険料
（後期高齢者医療制度に加入した日）

年金からの差引
きが始まる時期

昭和32年４月３日～10月２日生まれ 令和４年６月１日～10月２日

➡
４月

昭和32年10月３日～12月２日生まれ 令和４年10月３日～12月２日 ６月

昭和32年12月３日～昭和33年２月２日生まれ 令和４年12月３日～令和５年２月２日 ８月

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

　介護保険料は、年金からの差引きになった場合、
ほかの支払い方法に変更することができませんので
ご了承ください。
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ごみの分け方・出し方にご協力ください
■問廃棄物対策課☎22‐2848または各地域庁舎市民福祉課へ

■連休期間中のごみ収集連休期間中 ご 収集
５月３日○○○～５日○○○…収集はありません

○集団回収

町内会等で、古紙類（新聞・雑誌・段ボール等）・
金属類・びん類などの資源ごみの集団回収が行われて
います。子供会、町内会等の実施団体には、回収量に

が応じて報奨金が交付されます。
※回収日・回収場所は町内会等の実施団体にご確認く
ださい。新たに集団回収を開始したい場合は、廃棄
物対策課にご相談ください。

○ごみ焼却施設での拠点回収

ごみ焼却施設では、古着・古紙・パソコン等の小型
家電・水銀製品等を無料で回収しています。
■日　時　月曜～金曜日…午前８時30分～11時50分、
　　　　　　　　　　　午後１時～５時
　　　毎月第３日曜日…午前９時～11時30分

お住まいの区域の収集日を「ごみ収集カレンダー」
で確認して、計画的なごみ出しをお願いします。

回収可能な品目の詳細や注意点はこちら→

■資源回収にご協力ください

■ごみ分別出前講座を受けませんか
職員が地域に出張し、ごみの分別などについて説明
します。夜間や土曜・日曜日、祝日の開催も可能です。
■対　象　市内に在住、在学または勤務して
　　　　　いる10人以上の団体等
■申込み　14日前までに廃棄物対策課へ

市民まちづくり活動促進事業「鶴岡まち活」

市民の皆さんが行うまちづくり活動を支援します
■問本所地域振興課☎35‐1191または各地域庁舎総務企画課へ

■対象事業
①鶴岡らしさ・地域特性を生かしたまちづくり活動
② 市施設の整備・修繕や市管理用地の利活用
③ 学生が自発的に行うまちづくり活動や地域について③学生が自発的に行うまちづくり活動や地域について
の自由研究など
④ ふるさと納税型クラウドファンディングを活用し、
100万円以上を目標に資金を募るまちづくり活動
■補助内容
① 補助対象経費の３分の２以内（上限20万円）
②補助対象経費の10分の10以内か原材料等の現物支
　給

③補助対象経費（上限10万円）
④ クラウドファンディングでの応募寄付金額と同額
■事業報告会への参加
　事業終了後、翌年度に開催する事業報告会で実施成事業終了後、翌年度に開催する事業報告会で実施成
果を報告していただきます。
〇前年度の「鶴岡まち活」事業報告会を開催します
■日４月15日○土午後２時
■場市役所本所別棟２号館21号～23号会議室
■申４月14日○金まで本所地域振興課へ

対象主体・応募方法等詳しくは市HPへ

■問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥♥ふる）ふる）☎☎25‐2111内線37825‐2111内線378

新型コロナウイルスワクチン（令和５年３月15日現在）
５月から令和５年春開始接種が始まります

65歳以上の方

基礎疾患がある方（５歳～64歳）

医療従事者、高齢者施設・障害者
施設等の従事者（64歳以下）

令和５年春開始接種の対象者
（初回〈１～２回目〉接種が完了した方）

③

申請の
有無

不要

必要

必要

①

②

◆接種対象者・接種券発行申請の有無 ★お手元に接種券がある方はそのまま使用できま
すが、②・③の方で接種券がない方は、発行申請
が必要です（申請は４月12日○水から）。
〇市コールセンター☎0120‐125‐226へ申請
〇市LINE公式アカウントからオンライン申請
〇新型コロナウイルスワクチン接種対策室窓口で申
　請、または郵送・FAX25‐7722で申請書を提出
★左記対象以外の方のオミクロン株対応ワクチン
接種は、５月７日○日で一旦終了します。接種を希
望する方は、早目に接種をお願いします。◆使用するワクチン オミクロン株対応ワクチン等
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農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
推
薦
・
募
集
を
行
い
ま
す

▼
農
業
委
員

■定
20
人

■内
農
地
移
動
等
の

審
議
、
農
地
の
利
用
調
整
、
現
地
調
査
等

■
報
酬
月
額

４
万
３
、
０
０
０
円

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

■定
31
人

（
担
当
地
区
あ
り
）
■内
農
地
移
動
等
の
調
整
、

現
地
調
査
等

■
報
酬
月
額

４
万
円

▼
共
通

■
任
期

３
年

■申
６
月
１
日
○木

〜
30
日
○金
に
推
薦
書
ま
た
は
応
募
届
出
書
を

農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁
舎
）
☎
64
‐

５
８
６
８
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
殖
補
助
医
療
費
の
自
己
負
担

額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
生
殖
補
助

医
療
（
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
、
男
性
不
妊

治
療
）
及
び
併
用
し
て
実
施
す
る
先
進
医
療

に
対
し
て
、
治
療
費
自
己
負
担
額
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

■
助
成
額

上
限
９
万
円

■問
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

■他
対
象
者

・
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
市
HP

９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
公
費
で

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
、
ヒ
ト
パ
ピ

市
政

健
康
・
福
祉
・
年
金

荘内病院で２つの便利なサービスが始まりました

■利用方法
●スマートフォンをお持ちの方
　①２次元コードから専用アプリ
　　「Sma-Pa」をダウンロード
　②「Sma-Pa」に利用する病院とクレジットカー　　
　　ド情報を登録
　③来院し、自動受付機等で診察の受付
　④院内の後払い受付機で同院受診券をスキャンし、
　　表示された２次元コードを「Sma-Pa」で読み
　　込み、スマホ受診券を作成
　⑤後払い受付機でスマホ受診券を読込み
　　→その日の会計の後払い受付が完了
　⑥医療費の決済結果は当日午後９時頃に通知

●スマートフォンをお持ちでない方
　①来院し、自動受付機等で診察の受付
　②院内の後払い受付機で受診券を読込み
　③後払い受付機でクレジットカード情報を登録
　　→その日の会計の後払い受付が完了
　④医療費の決済結果は、当日午後９時以降に後払
　　いのウェブサイトにアクセスし、確認
■注意事項
・領収書や明細書の発行は後払い受付機で行えるほ
　か、「Sma-Pa」や後払いのウェブサイトからダ
　ウンロードできます
・医療保険適用外の診療等後払いを利用できない場
　合があります

　　　　　　　     ■問医療費後払いの手続き…荘内病院医事課☎26‐5111内線6120
　外来の診察状況…同院医事課☎26‐5111内線6231、同院総務課☎26‐5111内線6327

1.  医療費後払いの手続きをすることで、診察終了後に会計を待たずに帰宅できます医療費後払いの手続きをすることで、診察終了後に会計を待たずに帰宅できます

クレジット
カード登録

後払い
受付 診察◎次回の受診からは後払い受付機でスマ

ホ受診券または受診券を読み込むだけで、ホ受診券または受診券を読み込むだけで、
そ 日 会計 後払 受付が完了します。その日の会計の後払い受付が完了します。

２．外来の診察状況を外来の診察状況を
　　スマートフォン等で確認できますスマ トフォン等で確認できます

同院HPでは、スマートフォ
ン等で外来の診察状況を確認
できます。
※一部の診療科を除きます。
※診察状況等によって順番が
前後する場合があります。

検索

クリック

①「現在の診察状況は
　こちら」をクリック

②受付票に記載の３桁の
　受付番号を入力

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

予約票等
受領後帰宅
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ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
の
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
シ

ル
ガ
ー
ド
○R
９
）
が
、
４
月
か
ら
公
費
で
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他

対
象
者
に
は
通
知
。
市
外
接
種
の
場
合
は
、

一
部
自
己
負
担
が
生
じ
る
場
合
あ
り
。
市
HP

早
目
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
風
し
ん

の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
は
、

風
し
ん
の
抗
体
検
査
及
び
風
し
ん
の
定
期
予

防
接
種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
３
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
早
目
に
受
検
ま
た
は
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
検
査
や
接
種
を
受

け
た
方
は
、
再
度
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■対
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
で
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い
男
性

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

■他
市
HP

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防

接
種
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す

百
日
せ
き
に
よ
る
乳
児
の
重
症
化
予
防
の

た
め
、４
月
か
ら
、４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
）

定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
を
生
後
３
か
月

以
上
か
ら
生
後
２
か
月
以
上
に
拡
大
し
て
実

施
し
ま
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他

市
HP高

齢
者
肺
炎
球
菌
定
期
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

■対
未
接
種
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
４
月
２
日
〜
来
年
４
月
１
日
に
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
方

②
60
歳
〜
64
歳
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

害
が
あ
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
方

■

助
成
額

４
、
０
０
０
円

■問
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
対
象
者
に
は
通

知
。
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
減
免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
・
乳
房
補

整
具
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
助
成
金
額

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
…
２
万
円

ま
た
は
購
入
経
費
の
２
分
の
１
の
い
ず
れ
か

低
い
額

乳
房
補
整
具
…
１
万
円
ま
た
は
購

入
経
費
の
２
分
の
１
の
い
ず
れ
か
低
い
額

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１

■他
対
象
者
・
申
請
方
法
等
詳

し
く
は
市
HP

重
粒
子
線
が
ん
治
療
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

山
形
大
学
医
学
部
東
日
本
重
粒
子
セ
ン
タ

ー
で
重
粒
子
線
が
ん
治
療
を
受
け
る
方
を
対

#62

マ
ス
ク
着
用
の
ル
ー
ル
が
変
わ
る
前
夜

に
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
。
運
転
手
さ

ん
と
市
役
所
へ
向
か
う
車
内
の
時
間
、
当

面
は
マ
ス
ク
は
着
用
し
よ
う
か
な
、
市
役

所
に
入
っ
た
ら
外
し
て
過
ご
そ
う
。
個
人

の
判
断
な
の
だ
か
ら
、
な
ど
と
考
え
て
み

る
。
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
を
訪
問
す

る
と
き
、
混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス
に
乗
車

す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
私
の
様
に
様
々
な

場
所
を
訪
問
す
る
人
は
、
当
面
は
マ
ス
ク

を
持
ち
歩
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
一
方

で
、
着
用
拒
否
が
裁
判
に
も
な
っ
た
航
空

機
内
で
も
個
人
の
判
断
と
な
る
な
ど
、
着

用
し
な
い
場
面
が
増
え
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　

ネ
ク
タ
イ
の
着
用
も
個
人
の
判
断
で
。

鶴
岡
市
役
所
で
は
こ
れ
ま
で
5
月
〜
10
月

の
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
に
限
定
し
て
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
な
ど
の
軽
装
を
認
め
て
い
た
。
こ

れ
を
通
年
に
す
べ
く
、
こ
の
1
月
か
ら
3

月
ま
で
試
行
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

私
も
状
況
に
応
じ
て
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し

た
り
、
し
な
か
っ
た
り
、
特
に
困
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
働
き
や
す
い
服
装
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

ま
た
、
鶴
岡
シ
ル
ク
を
ま
と
う
な
ど
、
自

由
な
服
装
の
中
で
、
地
域
の
特
色
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
く
れ
た
頼
も
し
い
職
員
も
い
た
。

3
月
6
日
、
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般

質
問
最
終
日
の
お
昼
休
み
の
時
間
の
こ
と
。

黄
金
地
区
の
皆
さ
ん
が
市
議
会
の
各
会

派
・
議
員
の
皆
さ
ん
の
控
室
を
訪
ね
、
地

域
の
要
望
を
伝
え
歩
い
た
。
そ
の
要
望
と

は
、
旧
鶴
岡
病
院
の
解
体
撤
去
。
3
月
定

例
会
に
市
当
局
が
市
議
会
に
提
案
し
た
、

病
院
の
解
体
と
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
賛
成
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

県
立
の
旧
鶴
岡
病
院
は
、
旧
黄
金
村
時

代
の
昭
和
27
年
の
開
院
か
ら
、
平
成
27
年

3
月
に
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
茅
原
地
区
に
移
転
す
る
ま
で
、
60
年

以
上
に
わ
た
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
建

物
の
解
体
撤
去
に
つ
い
て
は
、
閉
院
前
か

ら
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
積
み
残
し
と

な
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
県
の
基
本
的

な
考
え
方
は
、「
建
物
の
解
体
費
用
等
を

病
院
事
業
局
単
独
で
捻
出
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
」
で
あ
り
、
地
域
住
民
等
か
ら

の
不
安
の
声
を
踏
ま
え
、
本
市
と
の
間
で

ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
か
、
協
議
が

続
け
ら
れ
て
き
た
。

3
月
定
例
会
に
山
形
県
と
協
調
し
て
提

案
し
た
事
業
ス
キ
ー
ム
は
、
①
病
院
の
土

地
・
建
物
を
県
が
市
に
無
償
譲
渡
し
、
②

解
体
費
（
約
13
億
円
）
の
２
分
の
１
を
県

が
負
担
す
る
、
③
そ
の
上
で
、
市
が
サ
ッ

カ
ー
場
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
の

解
体
に
当
た
っ
て
過
疎
債
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
市
の
実
質
的
な
負
担
は
解
体
費
約

13
億
円
の
15
％
（
約
１
・
９
５
億
円
）
ま

で
圧
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
過
疎
債
は
施
設
の
解
体
の
み
で
は

活
用
で
き
ず
、
解
体
後
の
跡
地
利
用
が
あ

る
場
合
に
活
用
で
き
る
起
債
（
借
金
）
で

あ
り
、
起
債
償
還
額
の
７
割
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い

て
も
、
過
疎
債
の
活
用
等
に
よ
り
整
備
費

約
10
億
円
の
内
、
市
の
実
質
負
担
は
約
２

・
８
２
億
円
に
圧
縮
さ
れ
る
。

　

県
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
解
体
を
要

望
し
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
早
期
に
解

体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
県
と
市
が
協
調
し
た
今
回

の
提
案
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、
い
わ

ゆ
る
塩
漬
け
と
な
る
こ
と
が
強
く
危
惧
さ

れ
た
。
引
き
継
い
だ
宿
題
に
答
え
を
出
す

べ
く
、
私
は
、
県
と
市
が
合
意
し
た
現
実

的
解
決
策
へ
の
理
解
を
粘
り
強
く
求
め
た
。
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象
に
、
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
金
額

公
的
医
療
保
険
が
適
用
と
な

ら
な
い
重
粒
子
線
が
ん
治
療
の
費
用
か
ら
、

先
進
医
療
特
約
保
険
等
の
費
用
を
差
し
引
い

た
額

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐

２
７
３
１

■他
対
象
者
・
申
請
方

法
等
詳
し
く
は
市
HP

妊
婦
歯
科
健
診
が
始
ま
り
ま
す

妊
娠
中
は
免
疫
力
が
下
が
り
、
虫
歯
が
増

え
た
り
、
歯
肉
炎
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
も
歯
科
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■対
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
４
月
１
日
以
降
に

妊
娠
届
出
を
し
た
方

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
市
HP

将
来
の
胃
が
ん
予
防
の
た
め
に

中
学
生
胃
が
ん
予
防
事
業

胃
が
ん
の
原
因
で
あ
る
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

・
ピ
ロ
リ
が
体
の
中
に
入
り
込
ん
で
間
も
な

い
中
学
生
の
時
期
に
、
学
校
健
診
尿
を
活
用

し
た
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
詳

し
く
は
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
中
学
２
年
生　

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
25
‐
２
７
３
１

令
和
５
年
度
の
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

▼
特
定
健
診

来
年
３
月
末
ま
で
に
40
歳
以

上
に
な
る
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
に
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り
つ

け
医
で
受
診
を
希
望
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
に
は
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

▼
特
定
保
健
指
導

市
国
保
加
入
者
で
、
特

定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
等
の
必

要
が
あ
る
方
に
対
し
、
健
診
実
施
機
関
ま
た

は
本
市
か
ら
特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

▼
共
通

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
３
１
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１

２
９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
で
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る

②
市
民
税
非
課
税

③
通
院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
専
用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠

■内
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
３
０
０
円
の
サ
ー
ビ
ス
券
を
月
８
枚
、

年
間
96
枚
を
限
度
に
交
付

■申
身
分
証
明
書

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
保
険
証
等
）
を

お
持
ち
の
上
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業
で
紙
お
む

つ
を
配
達
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
要
件

①
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
し
所
在
区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内

で
あ
る
こ
と

②
紙
お
む
つ
等
排
せ
つ
関
連

用
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ

と
（
紙
お
む
つ
と
尿
と
り
パ
ッ
ド
の
取
扱
い

は
必
須
）
③
市
内
一
円
に
配
達
可
能
で
あ

る
こ
と

■
業
務
開
始

９
月
配
達
分
か
ら

■申
５
月
12
日
○金
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29

‐
４
１
８
０
へ

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器

■対
65
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
一
人
暮
ら
し
の
方
等
（
要
介
護
２
以
上

ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
а
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器

■対
65
歳
以
上
で
市
民
税
非

課
税
の
、
心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等

の
配
慮
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
の
方
等
（
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
ま
た
は
要
支
援
１

以
上
）

▼
共
通

■申
身
分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
の
上
、
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

運
動
を
取
り
入
れ
た
介
護
予
防

活
動
を
支
援
し
ま
す

　

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
介
護
予
防
や
生
き

が
い
づ
く
り
等
の
た
め
に
「
通
い
の
場
」
を

設
け
、
室
内
で
の
運
動
を
主
と
し
た
活
動
を

す
る
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

■
活
動
実
施
期
間

４
月
１
日
○土
〜
来
年
３

月
31
日
○日

■対
月
２
回
以
上
、
１
回
30
分
以

上
の
運
動
を
含
む
お
お
よ
そ
１
時
間
30
分
の

介
護
予
防
活
動
を
行
う
65
歳
以
上
の
市
民
５

人
以
上
の
団
体

■
補
助
対
象
経
費

講
師

謝
礼
、
コ
ピ
ー
代
、
会
場
使
用
料
等

■
補

助
金
額

▽
参
加
者
数
10
人
以
上
…
年
間
５

万
円

▽
参
加
者
数
５
人
〜
９
人
…
年
間
２

万
5
、
０
０
０
円

■申
４
月
３
日
○月
〜
28
日

○金
に
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
申
請

書
類
等
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
等

施
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
70
歳
以
上
の
方

■内
市
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
、は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等

か
ら
施
術
を
受
け
る
場
合
に
、
１
回
当
た
り

１
、
０
０
０
円
の
助
成
券
を
年
６
枚
、
10
月

以
降
の
申
請
に
つ
い
て
は
年
３
枚
交
付
（
申

請
は
年
１
回
）
■申
身
分
証
明
書
（
保
険
証

・
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
の
上
、
本
所

長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
鶴
岡
地
域
で
は

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

付
け
ま
す
（
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
除
く
）

認
知
症
高
齢
者
等

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

な
ど
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
65
歳
以

上
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
）
で
日
常
生
活
自
立
度
が

Ⅱ
ａ
以
上
の
方

■
利
用
上
限

１
か
月
当
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た
り
80
時
間
ま
で

■費
１
時
間
２
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
。
利
用
料
は
利
用

時
間
帯
に
よ
っ
て
割
増
し
）
■申
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
事
前

に
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
要
相
談

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区
（
第
２
学
区
）
…
太
田
孝
二

（
大
東
町
東
）
▽
第
６
民
生
区（
第
６
学
区
）

…
工
藤
照
治
（
み
ど
り
町
３
区
）、
佐
藤
誠

（
淀
川
町
）
▽
第
14
民
生
区
（
西
郷
地
区
）

…
阿
部
く
に
子
（
下
川
中
一
部
・
下
川
下
・

学
校
前
）
▽
羽
黒
地
区
（
羽
黒
地
域
）
…

齋
藤
由
美
子
（
増
川
新
田
・
山
荒
川
・
東
荒

川
）、
林
裕
子
（
昼
田
・
富
沢
・
黒
瀬
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

障
害
者
手
帳
の
交
付
・

居
住
地
変
更

障
害
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
て
各
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
と

現
住
所
が
異
な
る
方
は
居
住
地
変
更
届
が
必

要
で
す
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳

■対
手
・
足
・
目
・
耳

・
言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳

■対
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
見
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■対
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
居
住
地
変
更
届

■持
手
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

▼
共
通

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

さ
れ
ま
し
た

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
、
５
２
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料

は
19
万
８
、
２
４
０
円
）

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
や
当
月
口
座
振
替

（
早
割
制
度
）
が
お
得
で
す

保
険
料
１
年

分
を
一
括
で
５
月
１
日
○月
ま
で
に
納
付
す
る

と
納
付
額
は
19
万
４
、
７
２
０
円
（
３
、
５

２
０
円
割
引
）
で
す
。
ま
た
、
そ
の
月
の
保

険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に
口
座
振
替
で
納
付

す
る
と
、
月
額
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

▼
共
通

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０

４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

■他
日
本
年
金
機
構
HP

一
時
預
か
り
・
病
児
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り

保
護
者
が
、
一
時
的
に
家

庭
で
の
育
児
が
困
難
な
場
合
に
、
実
施
施
設

で
子
供
を
保
育
し
ま
す
。
保
育
時
間
や
料
金

等
は
各
施
設
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
育
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
半
日
〈
４
時
間
〉
の
利
用
も
可
）
■費
３
歳

未
満
…
１
日
２
、
６
０
０
円
〜
３
、
０
０
０

円

３
歳
以
上
…
１
日
１
、
５
０
０
円
〜

２
、０
０
０
円
（
半
日
利
用
の
場
合
は
半
額
）

■他
実
施
施
設
や
予
約
方
法
等
詳
し

く
は
市
HP

▼
病
児
保
育

病
気
や
そ
の
回
復
期
の
子
供

を
保
護
者
が
家
庭
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
看
護
師
・
保
育
士
の
い
る
施
設
で

一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。
予
約
の
有
無
、
受

入
時
間
等
は
各
施
設
で
異
な
り
ま
す
の
で
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
施
設

ち
わ
ら
菜
の
花
こ
ど
も
園
内

は
な
な
、
南
部
保
育
園
ら
っ
こ
ル
ー
ム

■

受
入
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
■対
小
学

６
年
生
ま
で

■費
１
日
２
、
０
０

０
円
（
別
途
給
食
費
）
■他
市
HP

▼
共
通

■問
各
施
設
ま
た
は
本
所
子
育
て
推

進
課
☎
35
‐
１
２
９
１
へ

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・
閲

覧
制
度

▼
縦
覧
制
度

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■対

納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
家
族

▼
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳（
名
寄
帳
）を
閲
覧
し
、
自
己
の
資

産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に
つ

い
て
確
認
で
き
ま
す

■対
納
税
義
務
者
、
納

税
義
務
者
と
同
一
世
帯
の
家
族
、
納
税
管
理

人
、
借
地
人
・
借
家
人
、こ
れ
ら
の
代
理
人
等

▼
共
通

■日
４
月
３
日
○月
〜
５
月
31
日
○水　
　

■場
本
所
課
税
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課

■費
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付
は
１
枚

４
０
０
円

■持
本
人
確
認
書
類
（
代
理
人
は

委
任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
は
契
約
書
等
が

必
要
）
■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
８

正
社
員
化
促
進
事
業
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
50
歳
未
満
の
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
方
を
正
社
員
に
転
換
し
、

６
か
月
間
継
続
し
て
雇
用
し
た
事
業
所
に
対

し
、
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
金
額

１
人
７
万
５
、
０
０
０
円
〜

20
万
円

■問
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

■他
支
給
要
件
等
詳
し
く
は
市

HP
鶴
岡
へ
の
就
職
・
採
用
を
応
援

し
ま
す

▼
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
活
動
交
通
費
等
支
援

事
業
補
助
金

■
対
象
経
費

市
外
在
住
の

大
学
生
等
が
、
市
内
事
業
所
を
対
象
と
し
た

就
職
活
動
で
本
人
が
支
払
い
し
た
交
通
費
と

宿
泊
費

■
補
助
金
額

対
象
経
費
の
２
分

子
育
て
・
教
育

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

税
・
生
活
・
そ
の
他
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の
１
以
内

■申
来
年
３
月
31
日
○日
ま
で
申
請

書
等
を
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２

９
９
に
郵
送

■他
市
HP

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
支
援
事
業
補
助
金

■
対
象
経
費

市
内
の
中
小
事
業
主
が
新
規

学
卒
者
等
を
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
た
め

に
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
採
用
活
動
に
係
る

経
費

■
補
助
金
額

対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
20
万
円
）
■他
市

HP▼
共
通

■申
同
課
☎
35
‐
１
２
９
９

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

に
補
助
し
ま
す

崖
地
の
崩
壊
等
、
住
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に
建
っ
て
い
る

危
険
住
宅
か
ら
安
全
な
場
所
に
住
宅
を
移
転

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
移
転
す
る
年
の
前
年

度
８
月
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

危
険
住
宅
の
解
体
費
用
補
助

…
最
大
97
万
５
、
０
０
０
円

新
た
な
住
宅

の
建
設
・
土
地
の
取
得
に
か
か
る
借
入
金
の

利
子
補
給
…
最
大
４
２
１
万
円

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

４
月
９
日
○日
〜
22
日
○土
は

春
季
火
災
予
防
運
動

春
先
は
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
、
た
き
火

・
た
ば
こ
な
ど
が
原
因
の
火
災
が
全
国
各
地

で
多
発
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災

予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

大
雨
特
別
警
報
を
想
定
し
た

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

大
雨
に
よ
る
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ
イ

レ
ン
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
放
送
、
市
全
域
で
携

帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま

す
が
、
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■日
４
月
28
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■
配
信
方

法

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防
災
行
政
無
線
、

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ

■問
本
所
防
災
安
全

課
☎
35
‐
１
２
０
４

■他
市
HP

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

出
掛
け
る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
遭

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る

▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い

▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

ま
た
、
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
と
し
て
、
山
に
入
る
際
は
長
袖

を
着
用
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

農
産
物
の
販
路
拡
大
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
ま
す
！

■対
商
談
会
参
加
、
Ｐ
Ｒ
資
材
制
作
な
ど
農
産

物
等
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み

■
メ
ニ
ュ
ー

①
販
路
拡
大
支
援
メ
ニ

ュ
ー

②
Ｐ
Ｒ
資
材
制
作
メ
ニ
ュ
ー

■
補

助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

■申
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

■他
上
限

金
額
等
詳
し
く
は
市
HP

農
作
業
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
に
よ

る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
公
道
走
行

時
の
法
令
順
守
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
安
全

の
た
め
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ほ
場
周
辺
で
減
速
、
危
険
箇
所
の
迂
回
ル

ー
ト
を
設
定

▽
道
路
端
や
曲
が
り
角
の
草

刈
り
、
路
肩
補
強

▽
安
全
フ
レ
ー
ム
付
き

ト
ラ
ク
タ
ー
の
使
用

▽
各
種
保
険
加
入
を

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

農
業
者
向
け
の
補
助
金
、講
座
等
を
ご
案
内

つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル

■
配
信
日

不
定
期

■
配
信
者

本
所
農

政
課

■
登
録
方
法

件
名
に
「
メ
ー
ル
配

信
希
望
」、
本
文
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
同
課
に
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

25
‐
８
７
６
３
を
送
信

■問
同

課
☎
35
‐
１
２
９
５

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
鶴
岡
産
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
農
林

水
産
業
の
６
次
産
業
化
等
に
取
り
組
む
事
業

■
補
助
金
額

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
15
万
円
）
■申
４
月
21
日
○金
ま
で
本

所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■他
市
HP

森
林
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

伐
採
に
は
届
出
が
必
要
で
す

森
林
の
立
ち
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
伐

採
を
始
め
る
90
日
前
か
ら
30
日
前
ま
で
に
届

出
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
と
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
伐
採
や
造
林
が
完
了

し
た
と
き
は
、
森
林
の
状
況
報
告
を
行
う
こ

と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

下
川
及
び
湯
野
浜
地
区
で
実
施
し
ま
す

松
く
い
虫
防
除
作
業
に
ご
協
力
を

松
く
い
虫
被
害
は
放
置
す
る
と
広
範
囲
に

拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
被
害
木
の

伐
採
を
６
月
上
旬
ま
で
、
薬
剤
散
布
を
５
月

下
旬
〜
６
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。
該
当

地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
巣
立
ち
し
て
間
も

な
い
ヒ
ナ
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
が
近
く
に
い
る
た
め
、
救
護
を
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
も
同
様
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

FAX
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４
月
15
日
○土
〜
５
月
14
日
○日
は「
み
ど
り
の
月
間
」

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

緑
の
募
金
は
、
森
づ
く
り
や
街
の
緑
づ
く

り
、
学
校
の
緑
化
活
動
等
に
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
事
業
を
行
う
団
体
へ

の
交
付
金
制
度
に
よ
る
助
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

「
火
の
確
認
山
を
愛
す
る
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」

山
火
事
注
意
！
多
発
時
期
で
す

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
た

ば
こ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱
い

に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
森
林
の
焼

失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

廃
棄
物
等
を
屋
外
で
燃
や
す
野
焼

き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
は
大
量
の
煙
や
臭
い
を
発
生
さ
せ
、

近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
加

え
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
大
変
危
険
で
す
。

野
焼
き
は
犯
罪
で
あ
り
、
行
っ
た
者
に
は

懲
役
ま
た
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

基
準
に
満
た
な
い
焼
却
炉
で
の
廃
棄
物
の
焼

却
も
野
焼
き
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■問
野
焼
き
に
関
す
る
相
談
…
本
所
環
境
課
☎

35
‐
１
２
４
７

火
災
の
場
合
…
☎
１
１
９

住
宅
等
の
浄
化
槽
を
設
置
・

交
換
す
る
方
へ

次
の
と
お
り
補
助
し
ま
す
（
公
共
下
水
道

及
び
集
落
排
水
処
理
計
画
区
域
を
除
く
）。

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

鶴
岡
地
域
、

羽
黒
地
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
そ
の
他
の
地

域
に
つ
い
て
は
、
市
が
設
置
し
ま
す

▼
単
独
処
理
浄
化
槽
等
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
交
換

単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲く

み
取

り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
交
換
（
新
築

・
建
替
え
は
対
象
外
）
す
る
方
に
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

▼
排
水
設
備
工
事
の
実
施

単
独
処
理
浄
化

槽
・
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に

交
換
（
新
築
・
建
替
え
は
対
象
外
）
す
る
と

同
時
に
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
に
、
補

助
金
の
交
付
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利

子
補
給
を
行
い
ま
す

▼
共
通

■申
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐

５
８
６
０

■他
対
象
区
域
・
補
助
金
額
等
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

井
戸
水
な
ど
の
使
用
者
で
下
水

道
を
使
用
す
る
方
へ

井
戸
水
や
湧
き
水
を
お
使
い
の
場
合
は
、

原
則
と
し
て
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
設
置
が
難
し
い
場
合
は
次
の
よ

う
に
認
定
し
ま
す
。

▽
井
戸
水
や
湧
き
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
…
１
人
当
た
り
１
か
月
６
㎥
と
し
、
世

帯
人
数
を
乗
じ
て
使
用
水
量
を
認
定

▽
上
水
道
と
井
戸
水
等
を
併
用
し
て
い
る
場

合
…
上
水
道
の
使
用
水
量
に
、
１
人
当
た
り

１
か
月
３
㎥
を
世
帯
人
数
分
加
え
て
認
定

世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

７
６
０
９

下
水
道
用
自
己
メ
ー
タ
ー
の

適
正
管
理
に
つ
い
て

下
水
道
料
金
の
減
算
・
加
算
用
自
己
メ
ー

タ
ー
は
計
量
法
に
よ
っ
て
有
効
期
限
が
８
年

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る
前

に
交
換
や
撤
去
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
既

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
急
に
ご

対
応
く
だ
さ
い
（
交
換
費
用
は
自
己
負
担
）。

ま
た
、
違
法
な
接
続
は
処
罰
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

７
６
１
０

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
〜
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
月
ま
で
に
動
物
病
院
等
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
（
温
海
地
域
以
外
は
集
合
注
射
中
止
）。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
に
は
、
３
月
に
発
送
し

た
注
射
案
内
は
が
き
が
必
要
で
す

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）
他

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、
前
登
録
地

の
鑑
札
を
お
持
ち
の
上
（
紛
失
の
場
合
は
鑑

札
再
交
付
料
１
、
６
０
０
円
）、
市
役
所
へ

▼
共
通

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35

‐
０
１
４
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へマ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
電
子
証
明

書
の
発
行
等
業
務
を
停
止
し
ま
す

シ
ス
テ
ム
の
更
改
作
業
に
伴
い
、
４
月
29

日
○土
〜
５
月
７
日
○日
は
窓
口
に
お
け
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
電
子
証
明
書
発
行
等
に

関
す
る
全
て
の
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

■
停
止
す
る
業
務

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

用
電
子
証
明
書
の
発
行
、
失
効
及
び
更
新
等

■問
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
市
HP

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

町
内
会
（
自
治
会
・
住
民
会
等
）
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
、
住
み

よ
い
地
域
を
作
る
た
め
の
組
織
で
、
住
民
同

士
の
親
睦
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や

清
掃
及
び
広
報
の
配
付
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
町
内
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
先
な
ど
が
不
明
な
場
合
は
、
本

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
35
‐
１
２
０
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

■他
実
施

地
区
等
詳
し
く
は
市
HP

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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シ
ル
ク
産
業
を
つ
な
い
で
き
た
こ
と
が

鶴
岡
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

大和匡輔
scene05

Kyosuke Yamato
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岡
シ
ル
ク
㈱
の
代
表
取
締
役
を
務

め
る
大
和
匡
輔
さ
ん
。
昨
年
４
月

に
「
シ
ル
ク
ミ
ラ
イ
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
松
ヶ
岡
開
墾
場
４
番
蚕
室
に

あ
る
同
社
で
、
自
社
の
シ
ル
ク
製
品
を
展

開
し
な
が
ら
、
国
内
外
に
向
け
て
鶴
岡
の

絹
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
私
の
父
は
、
羽
前
絹
練
㈱
と
い
う
歴
史

あ
る
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
子
供
の

頃
は
、
会
社
の
中
が
託
児
所
の
よ
う
な
感

じ
で
、
従
業
員
の
子
供
た
ち
が
大
勢
で
遊

ん
だ
り
、
精
練
槽
を
お
風
呂
に
し
て
入
っ

た
り
、
み
ん
な
一
緒
に
育
っ
た
ん
で
す
。」

小
さ
な
頃
か
ら
、
鶴
岡
の
絹
産
業
に
触

れ
て
育
っ
た
と
い
う
大
和
さ
ん
。
大
学
卒

業
後
は
、
外
資
の
製
薬
会
社
に
10
年
ほ
ど

勤
め
た
後
、
鶴
岡
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

「
大
学
病
院
担
当
の
営
業
職
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
会
社
・
患
者
・

医
師
の
、
ど
こ
を
見
て
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

当
時
の
会
社
の
ト
ッ
プ
に
〝
自
分
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
生
ま
れ
た
町
に
持
て
〞

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
鶴
岡
に
戻

っ
て
く
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。」

し
か
し
、
当
時
の
鶴
岡
の
絹
産
業
は
既

に
斜
陽
で
、
大
和
さ
ん
は
早
く
や
め
る
べ

き
だ
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
。

「
で
も
、
父
は
〝
簡
単
に
は
や
め
ら
れ
な

い
ん
だ
〞
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
や
は
り
、
鶴
岡
の
シ
ル
ク

に
は
、
庄
内
藩
士
た
ち
が
松
ヶ
岡
を
開
墾

し
、
絹
産
業
を
通
じ
て
日
本
の
近
代
化
に

貢
献
し
て
き
た
歴
史
と
精
神
が
息
づ
い
て

い
て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
大
切
に
受
け
継

い
で
き
た
か
ら
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
こ

と
が
鶴
岡
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。」

鶴
岡
の
絹
産
業
や
、
そ
の
技
術
を
つ
な

い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
自
身
の
父

を
含
め
、
先
人
た
ち
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
と
大
和
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転
換
が
世
界
的
に

叫
ば
れ
て
い
る
今
、
シ
ル
ク
は
そ
の
お
手

本
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
も
。

「
日
本
人
は
か
つ
て
、
親
の
着
物
を
仕
立

て
直
し
て
、
子
供
・
孫
の
代
ま
で
受
け
継

ぎ
、
最
後
は
雑
巾
に
な
る
ま
で
使
っ
て
い

た
。
良
い
物
を
長
く
使
う
と
い
う
精
神
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鶴
岡
に
は
、

養
蚕
か
ら
縫
製
ま
で
、
先
人
た
ち
が
大
事

に
守
っ
て
き
た
全
て
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
（
供
給
網
）
が
あ
る
。
鶴
岡
の
絹
産
業

に
は
、
世
界
の
潮
流
の
中
で
１
周
遅
れ
の

ト
ッ
プ
を
走
れ
る
力
が
あ
る
ん
で
す
。」

た
だ
、
従
来
と
同
じ
こ
と
を
続
け
る
の

で
は
な
く
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
語
る
大
和
さ
ん
。

「
致
道
館
の
教
学
で
あ
る
徂
徠
学
の
教
え

に
も
あ
る
よ
う
に
、
教
え
合
い
、
学
び
合

い
、
み
ん
な
で
団
結
し
て
や
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ

か
ら
も
原
点
を
大
切
に
、
鶴
岡
の
シ
ル
ク

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

そ
の
目
は
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

大和匡輔（やまと・きょうすけ）さん（64）
鶴岡市出身。鶴岡シルク㈱代表取締役。東福産業
㈱代表取締役社長。鶴岡織物工業協同組合理事。
明治薬科大卒業後、日本チバガイギー㈱（現・ノバ
ルティスファーマ㈱）に入社。ＭＲ（※）として働く。
薬剤師免許を持つ。1993年にＵターンし、実家
の東福産業㈱に入社。2010年に鶴岡シルク㈱を
設立する。仕事が趣味みたいなものと語る。

▲東福産業での手捺染風景。プリントにムラがないかなど確認していく。
「常に私たち従業員のことを一番に考えてくれます」と社員の一人は語る。

鶴

▲

▲

シルクミライ館（松ヶ岡開
墾場４番蚕室）内にあるショッ
プ。鶴岡のシルク製品ブランド
「kibiso」を展示・販売する。

※ＭＲ＝医療情報担当営業職
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積雪が３ｍを超える湯殿山スキー場で開催。雪玉を投
げて多く当たると景品がもらえる巨大熊ストラックア
ウトや、高い山のてっぺんから勢いよく滑る雪山ス
ノースライダーなどで子供たちは大はしゃぎ。また、

豚汁やキジ汁などの温かい汁物や、朝日地域の特産品
であるとちもち等を販売する、あさひ屋台村もにぎわ
いました。あいにくの雨模様でも、家族連れなど約
1,200人が冬の思い出を作っていました。

月山あさひ雪まつり2023が開催朝日｜２.19

展覧会「つるおか 伝統こけしの今昔」

鶴岡の伝統こけしの歴史をたどる展覧会が鶴岡アート
フォーラムで開催。25日は工人の阿部進矢氏のゲス
トトークがあり、温海型こけしの特徴や、視線の向き

を変えた新しいこけし作りに挑んだことなどを語りま
した。当日は約20人が参加し、阿部氏の話にうなず
きながら、一緒に展覧会場を巡りました。

巨大熊ストラックアウト巨大熊ストラックアウト 雪山スノースライダー雪山スノースライダー

雪の中のアイスクリームづくり雪の中のアイスクリームづくり わらぐつキックターゲットわらぐつキックターゲット あさひ屋台村あさひ屋台村

鶴岡｜２.４～３.５
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家庭教育支援講座「孫親学級」

孫育て中の祖父母を対象に家庭教育アドバイザーが
講演。昔と今の子育ての違いや、孫への接し方で、
時には見守る必要があることなどを学びました。

藤島｜２.26

趣味の講座　ヨガ講座

心を落ち着かせ、健康を向上させる効果があるヨガ。
参加者は深呼吸をしながら一つ一つの動作をこなし、
自分と向き合いながら心身を整えていました。

櫛引｜２.23

食文化創造都市交流料理教室（アメリカ・サンアントニオ市）

現地の料理人と中継し、スパイスの効いた、キノコ
たっぷりのタコスを調理。鶴岡ではなかなか味わえ
ない異国の食文化をたんのうしました。

鶴岡｜３.1

手向地区自治振興会「住まいのまちなみ賞」受賞記念講演会

作家の森まゆみ氏による講演と手向地区発展のため
の次の一手を考えるトークショー。同地区への更な
る誘客に向け、参加者も交えて意見交換をしました。

羽黒｜３.4

鶴岡太鼓フェスティバル

庄内一円の11団体が一堂に会し、荘銀タクト鶴岡で
開催。会場全体を震わせる勇壮な太鼓の音と「せい
や！」の掛け声が観客を魅了しました。

鶴岡｜３.５

温海くらし＆しごと体験

移住に関心のある若者がプチ移住体験。先輩移住者
との交流や企業見学、寒鱈

だら

汁を作って味わう料理教
室を通じて、地域の暮らしを体感しました。

温海｜２.24～26
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温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日
４
月
１
日
○土
〜
11
月
30
日
○木
午
前
５
時

30
分
〜
８
時
30
分

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市

広
場

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５

４
７大

宝
館

郷
土
ゆ
か
り
の
人
物
資
料
館

■日
４
月
１
日
○土
〜
来
年
３
月
26
日
○火
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■内
企
画
展
示
…

中
田
喜
直
生
誕
百
年
記
念
〜
音
楽
の
ま
ち

鶴
岡
〜

特
別
展
示
…
酒
井
忠
明
写
真
展

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
３
２
６
６

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

con brio!

■日
４
月
６
日
○木
午
後
7
時

■
出
演

小

野
寺
智
子
（
ピ
ア
ノ
）、渡
部
由
美
子
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
深
谷
ま
り
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

■費
２
、
０
０
０
円

■場
・
■申
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡
☎
24
‐
５
１
８
８

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
４
月
９
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時

■費
１
皿
１
２
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５「

日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」の
鶴
岡
公
園

鶴
岡
桜
ま
つ
り

▼
鶴
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
上
旬
〜
中
旬

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
35
‐
１
３
０
１

■他
期
間
中
、
護
国
神
社
前
庭
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
。
開
花
情
報
は
本
所
都
市

計
画
課
☎
35
‐
１
３
３
２
。
HP

▼
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

■日
桜
の
開
花
日
〜
５
月
７
日
○日

■内
市
内

の
桜
を
撮
っ
て
投
稿

■問
鶴
岡

商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１

▼
絵
ろ
う
そ
く
絵
付
け
体
験

■日
４
月
15

日
○土
午
後
１
時　

■場
荘
内
神
社
参
集
殿

■費
１
個
５
５
０
円
か
ら

■問
同
会
議
所
☎

24
‐
７
７
１
１

▼
中
村
橋
吾
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
歌
舞
伎

■日

４
月
15
日
○土
午
後
６
時

■場
荘
内
神
社
参

集
殿

■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

松
ヶ
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
15
日
○土
・
16
日
○日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場
周
辺

■内
手

仕
事
展
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
等

■問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
松
ヶ
岡
産
業

㈱
）
☎
64
‐
１
３
３
１

「
沖
縄
の
今
を
知
る
」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
会

■日
４
月
15
日
○土

■時
・
■内
午
後
２
時
…『
沖

縄
が
叫
ぶ
戦
争
の
時
代
』　

３
時
10
分
…

『
島
が
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
な
る
の
か　

若

き
ハ
ル
サ
ー
た
ち
の
唄
』
■場
勤
労
者
会

館　
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん

旬
菜
・
山
菜
・
も
う
そ
う
ま
つ
り
等

■日
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
16
日
○日

山
菜
ま

つ
り
…
22
日
○土
・
23
日
○日
・
29
日
○土
・
30

日
○日
、
５
月
３
日
○水
〜
５
日
○金

キ
ッ
チ

ン
カ
ー
…
４
月
29
日
○土
・
30
日
○日

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
遊
覧
…
５
月
３
日
○水
〜
５
日
○金

早
田
も
う
そ
う
ま
つ
り
…
７
日
○日

■時
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん

☎
44
‐
３
２
１
１

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

か
た
く
り
園　

開
園

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬

■問
㈱
月
山
あ
さ
ひ

振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１

あ
つ
み
温
泉
・
温
海
川
河
畔

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬
の
日
没
〜
午
後

11
時

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５

４
７ス

テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会

春
の
星
座
と
火
星
を
観
よ
う

■日
４
月
20
日
○木
午
後
７
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館

■内
解
説
・
観
望

■費
小
学
生
以

上
３
０
０
円

■持
懐
中
電
灯

■申
ス
テ
ラ

の
会

■他
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
資

料
は
別
途
１
０
０
円

由
良
海
洋
釣
り
堀
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
22
日
○土
〜
10
月
15
日
○日
の
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円

中
学
生
以
下

…
６
０
０
円

付
き
添
い
…
１
０
０
円

■問
同
釣
り
堀
☎
73
‐
２
６
６
６

■他
さ
お

・
餌
の
持
込
み
禁
止
。
市
HP

鶴
岡
市
春
季
消
防
演
習

■日
４
月
23
日
○日
午
前
９
時

30
分　

■場
小
真
木
原
陸
上

競
技
場

■内
各
種
訓
練
、
ま
と
い
振
り
・

は
し
ご
乗
り
の
実
演
、
車
両
展
示
、
火
災

予
防
啓
発
活
動
等

■問
消
防
本
部
警
防
課

☎
22
‐
８
３
２
０

■他
市
HP
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５
０
０
円

■場
・
■申
４
月
８
日
○土
か
ら
出

羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

開
園
時
は
の
ぼ
り
を
立
て
ま
す

下
田
沢
か
た
く
り
園　

開
園

■日
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

■問
朝
日
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
53
‐
２
１
２
０

■他
市
HP

栃
の
実
・
食
文
化
の
店
「
キ
ラ
リ
」

か
た
く
り
園
・
水
芭
蕉
園

▼
か
た
く
り
・
水
芭
蕉
ま
つ
り

■日
４
月

下
旬
〜
５
月
上
旬
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■場
同
店

■内
旬
の
山
菜
等
地
元
農
産
物
販

売▼
か
た
く
り
園
開
園
■日

４
月
下
旬

■費
大
人
１
０

０
円

■他
同
店
で
要
受
付

▼
水
芭
蕉
園
開
園

■日
４
月
下
旬
〜
5

月
上
旬

■費
大
人
１
０
０
円

■他
同
店
で

要
受
付

▼
共
通

■問
同
店
☎
47
‐
２
５
８
８

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
春
の
例
大
祭
奉
納
上
演

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日
５
月
３
日
○水
午
後
２
時

■場
山
五
十
川

古
典
芸
能
伝
承
館

■内
山
戸
能
…
座
揃
囃

子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
竹
生
島

山

五
十
川
歌
舞
伎
…
一
谷
嫩
軍
記

須
磨
の

浦
組
討
の
場

■問
山
五
十
川
公
民
館
☎
45

‐
２
９
４
９

や
ま
が
た
百
名
山

藤
倉
山
開
山
祭
登
山

■日
５
月
7
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

名
将
加
藤
清
正
公
を
偲
び

桜
を
愛
で
る
茶
会

■日
４
月
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
丸
岡
城
跡
史
跡
公
園
等

■内
野の

だ
て点
等

■問
楽
朋
館
☎
57
‐
５
５
５
６

大
山　

古
峰
神
社

桜
祭
り

▼
琵
琶
演
奏
会

■日
４
月
23
日
○日
・
25
日

○火
午
前
11
時
45
分

▼
中
村
橋
吾
「
一
人
歌
舞
伎
」
■日
４
月

23
日
○日
午
後
０
時
15
分

■費
２
、
０
０
０

円▼
共
通

■場
・
■問
同
神
社
☎
33
‐
３
４
２

５
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
協
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■日
４
月
29
日
○土
午
前
７
時
30
分　

■場
湯
の

浜
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■費
２
、
０
０
０

円

■申
４
月
15
日
○土
ま
で

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー

山
菜
ま
つ
り

■日
４
月
29
日
○土
〜
５
月
14
日
○日

■場
・
■問

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

せ
か
い
の
台
所　

メ
キ
シ
コ
料
理

〜
ロ
イ
さ
ん
の
台
所
〜

■日
４
月
30
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■定
10
人　

■師
ロ
ド
リ
ゴ
・
カ
マ
チ
ョ
氏

（
メ
キ
シ
コ
・
モ
レ
リ
ア
出
身
）
■費
１
、

に
よ
る
交
流

▼
共
通

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
内
「
同
大
会
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
市
HP

資
料
展
示
室
等
も
見
学

田
川
太
郎
の
里
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

■日
５
月
14
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
田
川
太
郎
一
族
の
墓
↓

山
城
跡
↓
大
日
堂
跡
↓
長
福
寺
↓
湯
田

川
↓
少
連
寺
↓
起
点
（
５
㎞
）
■定
30
人

■費
８
０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申
４
月
26

日
○水
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
35
‐
２
０
０
３

へ
も
う
そ
う
汁
、あ
つ
み
温
泉
旅
館
で
入
浴
も
楽
し
め
る

温
海
岳
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
５
月
21
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
（
熊
野
神
社
〈
湯
温
海
地
区
〉
集

合
）
■定
50
人

■費
１
、
５
０
０
円
（
小

学
生
以
下
無
料
）
■申
５
月
18
日
○木
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

利
用
資
格
講
習
会

■日
４
月
５
日
○水
・
14
日
○金
、
５
月
10
日
○水

・
19
日
○金
午
後
７
時

■対
高
校
生
以
上

■費
３
１
０
円

■場
・

■申
藤
島
体
育
館
☎
64

‐
２
１
４
３

時
30
分
（
水
無
神
社
〈
三
瀬
地
区
〉
集
合
）

■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■持
昼
食
等

■問
藤
倉
山
ブ
ナ
林
保
存
会

■他
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
午
前

８
時
10
分
に
三
瀬
駅
集
合

つ
る
お
か
森
の
時
間

新
緑
の
ケ
ヤ
キ
の
森
を
楽
し
も
う

■日
５
月
13
日
○土
午
前
８
時
10
分
〜
午
後
２

時

■場
ケ
ヤ
キ
の
森
周
辺

■内
森
林
散
策
、

樹
名
板
掛
け
、
た
き
火
体
験

■費
高
校
生

以
上
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円

■持
昼
食
等

■申
４
月
18
日
○火

ま
で
HP
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎

26
‐
０
１
３
９
へ

食
料
難
の
人
々
に
送
り
ま
す

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
田
植
え

■日
５
月
13
日
○土
午
前
９
時
30
分
（
味
土
里

農
園
〈
民
田
地
区
〉
集
合
）
■申
田
川
地

区
平
和
セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
１
７
７
６

■他

バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
希
望
者
は
バ

ケ
ツ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

咲
か
せ
よ
う
海
坂
の
地
に
レ
ク
の
花

山
形
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

▼
開
会
式
・
交
歓
の
夕
べ

■日
５
月
20
日

○土
午
後
６
時

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

■費
５
、
０
０
０
円

▼
種
目
別
活
動

■日
５
月
21
日
○日

■場
小

真
木
原
公
園
内
体
育
施
設
等

■費
１
種
目

３
０
０
円
（
記
念
品
代
等
）
■内
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等
７
種
目

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１

３
１
）

■日
４
月
10
日
○月
、
５
月
８
日
○月

午
後
７
時
、
４
月
29
日
○土
午
前
10
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■日
４
月
・
５
月
の
毎
週
２
回　

■時
午
後
２

時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■日
４
月
13
日
○木
、
５
月
11
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）

■日
４
月
18
日
○火
午
後
２
時
30

分
、
５
月
16
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通

■対
中
学
生
以
上

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
４
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時

■場

荘
内
病
院

■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

の
病
気
や
生
活
に
関
す
る
対
話

■申
各
日

前
日
ま
で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐

５
１
５
５
へ

鶴
岡
テ
ニ
ス
協
会

参
加
者
募
集

▼
ナ
イ
タ
ー
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

■日
４
月

12
日
〜
10
月
25
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７

時
30
分

■定
35
人

■費
１
万
６
、
０
０
０

円▼
レ
デ
ィ
ー
ス
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

■日
４

月
14
日
〜
10
月
27
日
の
毎
週
金
曜
日
午
前

10
時

■対
経
験
者
先
着
20
人

■費
１
万
円

▼
一
般
強
化
練
習
会

■日
４
月
14
日
〜
10

月
27
日
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

■対
大

会
へ
の
参
加
を
目
指
す
方

■費
１
万
円

▼
共
通

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■申
受
講
料
を
お
持
ち
の
上
、
練
習
日
に
会

場
へ

■問
グ
ッ
ド
フ
ァ
ー
マ
ー
技
研
（
大

川
）
☎
29
‐
２
３
１
１

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

■日
４
月

15
日
○土
午
後
３
時
（
桜
ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ

集
合
）
■場
桜
ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ
↓
赤
川

左
岸
土
手
↓
羽
黒
橋
↓
右
岸
土
手
↓
三
川

橋
↓
起
点
（
５
㎞
）
■申
４
月
４
日
○火
〜

11
日
○火

▼
ふ
じ
の
花
ウ
ォ
ー
ク

■日
５
月
13
日
○土

午
前
９
時
45
分
（
市
役
所
藤
島
庁
舎
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
９
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発

〈
要
予
約
。
先
着
40
人
〉）

■場
藤
島
庁
舎

↓
藤
島
体
育
館
↓
藤
島
駅
↓
六
所
神
社
↓

藤
島
城
址し

↓
東
田
川
文
化
記
念
館
↓
藤
島

歴
史
公
園
「
H
i
s
u
花
」
↓
起
点
（
７

㎞
）
■申
４
月
11
日
○火
〜
18
日
○火

▼
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
て

■日
５
月
14

日
○日
午
前
９
時
（
豊
浦
小
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発

〈
要
予
約
〉）
■場
豊

浦
小
↓
気
比
神
社

↓
笠
取
峠
↓
八
森

山
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
広
場
（
７
㎞
）

■申
４
月
18
日
○火
〜

25
日
○火

▼
共
通

■定
50
人

■費
大
人
…
１
、
０
０

０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■申
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
中
学
生

以
下
保
護
者
同
伴

鶴
岡
・
田
川
地
区

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■日
４
月
30
日
か
ら
の
日
曜
日
午
前
８
時
30

分

■場
赤
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド　

■対
男

性
…
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方　

女
性
…
社
会
人
（
年
齢
不
問
）

■問
同
大
会
事
務
局

無
料
体
験
と
大
会

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

▼
無
料
体
験
教
室

■日
４
月
15
日
○土
〜
17

日
○月
午
後
２
時

■場
小
真
木
原
公
園　

■対

18
歳
以
上
先
着
５
人　

■申
４
月
7
日
○金
ま

で

■他
用
具
貸
出
し
あ
り

▼
市
民
大
会

■日
５
月
28
日
○日
午
前
９
時

〜
午
後
２
時

■場
Ｊ
Ｔ
の
森
鶴
岡
（
い
こ

い
の
村
公
園
周
辺
）
■費
１
、
５
０
０
円

■申
４
月
16
日
○日
ま
で

▼
共
通

■問
鶴
岡
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日
５
月
27
日
○土
か
ら　

■内
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
（
敗
者
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
実
施
）

■費
１
チ
ー
ム
１
万
円

■申
４
月
28
日
○金
午

後
５
時
〜
７
時
に
小
真
木
原
野
球
場
へ　

■他
申
込
用
紙
は
同
球
場
に
設
置

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

夜
コ
ー
ス
（
全
８
回
）

■日
６
月
6
日
○火
・
13
日
○火
、
27
日
○火
と
29

日
○木
の
い
ず
れ
か
１
日
、
７
月
4
日
○火
・

18
日
○火
、
８
月
1
日
○火
・
8
日
○火
・
22
日

○火
午
後
７
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■対
本
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
昭
和
29
年
４
月
２
日
〜
59
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方

①
肥
満
解
消
の
た
め
に
減
量
し
た
い

方

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
24
〜
30

の
方
ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、

90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁

止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。
服
薬
中
の
方

は
医
師
に
要
相
談
）
③
全
日
程
に
参
加

可
能
な
方

④
こ
れ
ま
で
に
同
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

■内
体
組
成

測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、
健
康
学
習
（
食

生
活
や
運
動
、
体
の
仕
組
み
等
）、
生
活

習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談

■費
１
、
５
０

０
円

■申
５
月
19
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
９
へ

■他
市
HP

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

令
和
５
年
度
会
員
募
集

■
教
室
（
通
年
）
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
太
極
拳
、
吹
き
矢
、
ラ

ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健

康
教
室
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
等

■
年
会
費
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

高
校
生
以
上
…
３
、
６
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
１
、
８
０
０
円
（
別
途
各
教
室
参

加
料
）　
■申
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

令
和
５
年
度
会
員
募
集

■
教
室
（
通
年
）　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ

ン
ポ
ン
、
健
康
教
室
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

う
た
ご
え
喫
茶
等　

■
年
会
費　

高
校
生

以
上
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

１
、
０
０
０
円
　
■申
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４

３
１
１　

■他
開
催
日
、
各
教
室
参
加
料
等

は
要
問
合
せ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

令
和
５
年
度
会
員
募
集

■
教
室
　
筋
ト
レ
ジ
ム
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
フ
ッ
ト

サ
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
等　

■
年
会
費　

高
校

生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
５
０
０
円
（
別
途
各
教
室
参
加
料
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
ま
せ
ん
か

■
通
年
メ
ニ
ュ
ー
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス

ロ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
、
足
裏
健
康
体
操
、
ピ

ラ
テ
ィ
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ
、
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
水
中

運
動
、
太
極
拳
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等　

■

年
会
費　

３
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ

事
務
局　

■他
各
教
室
無
料
体
験
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
（
通
年
）

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■内
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
自
彊
術
、
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
楽
ら
く
健
康
体
操
、

ヨ
ガ
、
開
脚
道
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ス
ト
レ

ッ
チ
＆
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
等　

■費
１
万
６
、
５
０
０
円
（
年
38

回
分
一
括
払
い
の
場
合
。
月
払
い
の
場
合

は
２
、
０
０
０
円
）、
別
途
登
録
年
会
費

２
、
５
０
０
円　

■問
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団 

団
員
募
集

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
内
各
コ

ー
ト　

■対
小
学
生　

■費
月
額
３
、
０
０
０

円
（
別
途
登
録
料
、
保
険
料
）　

鶴
岡
・
田
川
レ
ス
リ
ン
グ
教

室 

会
員
募
集

■場
同
教
室
レ
ス
リ
ン
グ
場
（
三
川
町
）

■対
５
歳
～
高
校
生　

■費
月
額
１
、
０
０
０

円　

■他
小
学
生
向
け
の
体
力
作
り
コ
ー
ス

（
鉄
棒
・
マ
ッ
ト
運
動
・
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
等
）
あ
り

鶴
岡
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
ク
ラ

ブ 

会
員
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
、
毎
週
土

曜
日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技

場　

■対
小
学
２
年
～
中
学
３
年
生　

■費
３

か
月
２
、
０
０
０
円
（
別
途
年
間
保
険
料

８
０
０
円
）　

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

会
員
募
集

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
３
歳
以
上　

■費
月
額

４
、
９
５
０
円
（
別
途
年
会
費
２
、
２
０

０
円
）　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
無
料
体
験
可
。
HP

力
や
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き
る
武
道
で
す 

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
協
会 

会
員
募
集

■他
練
習
日
時
・
会
場
等
は
要
問
合
せ

青
少
年
か
ら
中
高
年
の
方
へ 

躰
道
教
室
・
躰
道
健
康
教
室 

会
員
募
集

▼
躰
道
教
室　

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
木

曜
日
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
五
中
、
朝
暘
武

道
館　

■対
幼
児
～
青
少
年

▼
躰
道
健
康
教
室　

■日
毎
週
木
曜
日
午
後

７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
中
高
年　

▼
共
通　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

■他
５
月

～
７
月
は
1
か
月
無
料
体
験
あ
り

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す 

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
４
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
５

月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
の
水
曜
日

午
前
10
時
～
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対

市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健

康
手
帳
、
お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
４
月
9
日
○日
、
５
月
13
日
○土
午
前
９
時

～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
４
月
14

日
○金　

②
5
月
12
日
○金　

■時
午
前
10
時

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
4
年
10
月
～
12
月

生
ま
れ　

②
11
月
～
令
和
5
年
1
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦
各
日
30
組　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ　

②
触
れ
合
い
遊
び　

■申
①
４
月

11
日
○火
ま
で　

②
４
月
20
日
○木

～
５
月
9
日
○火
に
HP

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
　
■日
①
４
月
25
日
○火

②
５
月
24
日
○水　

■時
午
前
10
時　

■対
未
就

園
児
（
①
令
和
4
年
４
月
～
９
月
生
ま
れ　

②
５
月
～
10
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者

各
回
30
組　

■内
①
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク　

②

触
れ
合
い
遊
び　

■申
①
４
月
７
日
○金
～
20

日
○木　

②
５
月
２
日
○火
～
18
日
○木
に
HP

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日
４
月
26
日
○水
午
前
10
時　

■対
未
就
学
児

が
い
る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着
５
組　

■申

同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■問
同
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

子
育
て
・
子
供
向
け
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鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

公
開
工
作
教
室

■日
４
月
15
日
○土
午
前
９
時

■場
秋
山
鉄
工

㈱
日
本
国
工
場

■対
小
学
３
年
〜
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組

■内
ホ
バ
ー
ク

ラ
フ
ト
作
り

■申
４
月
3
日
○月
〜
7
日
○金

に
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４

８
６
５
へ

出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

▼
Ａ
コ
ー
ス

■日
４
月
15
日
○土

■内
赤
ち

ゃ
ん
人
形
で
抱
っ
こ
体
験
、
陣
痛
に
関
す

る
講
話
、
父
親
妊
婦
体
験

▼
Ｂ
コ
ー
ス

■日
５
月
20
日
○土

■内
も
く

浴
見
学
、
母
乳
と
ミ
ル
ク
に
関
す
る
講
話
、

赤
ち
ゃ
ん
人
形
で
お
世
話
の
体
験

▼
共
通

■時
午
前
９
時
45
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
市
内
在
住
の
妊
娠
８
か
月
ま
で

の
妊
婦
と
そ
の
家
族
各
コ
ー
ス
先
着
10
組

■持
母
子
健
康
手
帳

■申
各
日
３
日
前
ま
で

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５

７
へ南

部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会

■日
４
月
19
日
○水
午
前
11

時

■場
同
館

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■内
ぽ
か
ぽ
か
お
は
な
し
会　

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト〝
春
〞」　

■日
4
月
21
日
○金
午
前
10
時

■場
同
館

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

12
組

■内
春
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
の

写
真
撮
影
と
身
体
測
定

■持
バ
ス
タ
オ
ル

等

■申
4
月
1
日
○土
か
ら

▼
つ
る
お
か
歴
史
散
歩
「
さ
く
ら
満
開
！

鶴
岡
の
歴
史
を
た
ど
ろ
う
」
■日
４
月
22

日
○土
午
前
９
時
20
分
〜
午
後
３
時
（
同
館

集
合
）　

■場
富
樫
ろ
う
そ
く
店
、
荘
内
神

社　

■対
小
学
生
先
着
12
人

■内
ろ
う
そ
く

絵
付
け
体
験
等　

■費
５
５
０
円

■持
昼
食

等

■申
４
月
3
日
○月
か
ら

▼
つ
る
お
か
食
文
化
体
験
「
叶
野
農
場
で

美
味
し
い
野
菜
を
作
ろ
う
」
■日
５
月
13

日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時（
同
館
集
合
）　

■場
叶
野
農
場
、
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
先
着
12
人

■内
野
菜
の
植
え
付

け
体
験
等　

■持
昼
食
等

■申
４
月
20
日
○木

か
ら

▼
共
通

■申
同
館
☎
64
‐
１
９

０
０

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

大
山
児
童
館

「
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
」会
員
募
集

■日
４
月
18
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10

時

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12

組

■内
製
作
、
運
動
遊
び
、
自
然
遊
び
、

館
外
活
動
等

■費
１
、
５
１
０
円

■場
・

■申
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
４
月
の
子
育
て
講
座

「
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

■日
４
月
18
日
○火
午
前
10
時
30
分

■対
０
歳

児
と
そ
の
保
護
者
12
組

■師
佐
藤
美
由
紀

氏
（M

usic Studio SATO

）
■場
・
■申

４
月
３
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６

３
５
へ

稲
を
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
こ
と
の
体
験
学
習

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
５
月
〜
11
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１

回
）
■場
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ

ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

■対
市
内
、
三

川
町
、
庄
内
町
に
在
住
の
小
学
３
年
〜
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
30
組

■費
１
、
０
０

０
円

■申
４
月
24
日
○月
ま
で
同
学
部
高
坂

農
場
☎
24
‐
２
２
７
８
へ

■他
市
HP

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

〝
作
っ
て
遊
ぼ
う
こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
〞

■日
５
月
３
日
○水
・
４
日
○木
午
前
10
時
・
11

時　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と

そ
の
保
護
者
各
回
先
着
15
人

■内
こ
ど
も

の
日
に
ち
な
ん
だ
作
品
制
作

■場
・
■申
４

月
11
日
○火
か
ら
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
29
‐
０
２
６
０
へ

子
ど
も
科
学
教
室

「
物
づ
く
り
の
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
！
」

■日
５
月
20
日
○土
午
前
９
時
10
分

■場
秋
山

鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
（
１
年

〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
20
人

■費
１
、
０
０
０
円

■申
４
月
20
日
○木
か
ら

２
次
元
コ
ー
ド
で
申
込
み　

■問
理
科
教
育

セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
４

親
子
で
す
ご
す

〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〞

■日
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
・
11
時

（
12
月
は
休
み
）
■対
幼
児
〜
小
学
校
低
学

年
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
15
人

■内
様
々
な
色
や
形
の
画
材
等
を
使
っ
た
自

由
な
創
作
活
動
体
験

■場
・
■申
各
回
開
催

月
の
１
日
（
来
年
１
月
分
の
み
12
月
19
日

○火
）
か
ら
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29

‐
０
２
６
０
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
「
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展

第

１
期
」
■日
４
月
1
日
○土
〜
６
月
25
日
○日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

■内
市
が
所

蔵
す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
美
術
作
品
を
展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
40
周
年
記
念

ピ
ン
グ

ー
展｣

■日
４
月
22
日
○土
〜
５
月
28
日
○日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
金
曜
・
土
曜
日

は
午
後
６
時
ま
で
）

■内
ク
レ
イ
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
「
ピ
ン
グ
ー
」
の
撮
影
に
使
わ

れ
た
実
物
の
人
形
や
ジ
オ
ラ
マ
等
の
資
料

約
4
０
０
点
を
展
示

■費
大
人
…
５
０
０

円

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

▽
ピ
ン
グ
ー
と
ピ
ン
ガ
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

で
お
出
迎
え
！

■日
４
月
22
日
○土
、
５
月

20
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
２
時
（
各
回
20

分
程
度
）

▽
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■日
４
月
30
日
○日
、
５
月
14
日
○日
午
前
10
時
、

午
後
２
時　

■定
各
回
10
人

■持
観
覧
券

■申
４
月
22
日
○土
か
ら

▼
個
人
制
作
の
た
め
の
〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト

施
設
の
催
し
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リ
エ
〞
■日
毎
月
第
２
・
第
４
（
10
月
・

12
月
は
変
動
）
日
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時

■対
中
学
生
以
上

■内
個
人
の
制
作
活
動
の

た
め
に
ア
ト
リ
エ
を
開
放

■費
２
０
０
円

（
中
学
生
は
無
料
）

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
35
周
年
記
念
特
別
展
「
富
士
鷹
な
す
び

野
鳥
い
ろ
い
ろ
イ
ラ
ス
ト
展
」
■日
４
月

1
日
○土
〜
５
月
14
日
○日

■内
同
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
イ
ラ
ス
ト
展
示

▼
八
向
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
新
庄
市
）

■日
４
月
14
日
○金
午
前
８
時
〜
午
後
３
時

（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）
■定
20
人

■費
１
、

５
０
０
円

■申
４
月
10
日
○月
ま
で

▼
小
鳥
た
ち
の
恋
歌
で
春
を
感
じ
よ
う

■日
４
月
22
日
○土
午
前
８
時
（
大
山
公
園
駐

車
場
集
合
）

■定
20
人

■師
太
田
威
氏

（
自
然
写
真
家
）
■費
１
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）
■持
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）

等

■申
４
月
20
日
○木
ま
で

▼
春
の
周
辺
観
察
会

■日
４
月
30
日
○日
〜

５
月
５
日
○金
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）

▼
Ｇ
Ｗ
ク
ラ
フ
ト
３
ｄ
ａ
ｙ
ｓ

■日
５
月

３
日
○水
〜
５
日
○金
午
前
９
時

■場
同
セ
ン

タ
ー

■内
自
然
木
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
鉛
筆

作
り

■費
１
０
０
円

▼
ヨ
モ
ギ
餅
つ
き

■日
５
月
４
日
○木
午
前

11
時

■場
同
セ
ン
タ
ー

■持
器
、
箸
（
貸

出
し
あ
り
〈
１
０
０
円
〉）

▼
桜
の
木
で
春
の
草
木
染

■日
５
月
７
日

○日
午
前
９
時

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着

10
人

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

中
学

生
以
下
…
８
０
０
円

■持
ゴ
ム
手
袋
等

■申
５
月
３
日
○水
ま
で

▼
春
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

■日
５
月
11
日

○木
〜
６
月
16
日
○金
の
好
天
の
木
曜
・
金
曜

日
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）
■内

羽
黒
山
旧
参
道
周
辺
の
自
然
散
策

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62

‐
４
３
２
１

■他
HP

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
高
館
山
の
花
た
ち
」
■日

４
月
５
日
○水
〜
５
月
8
日
○月

▼
春
の
散
策
会

■日
①
４
月
９
日
○日
・
15

日
○土
・
19
日
○水
・
23
日
○日
・
29
日
○土
午
前

９
時　

②
４
月
5
日
○水
・
16
日
○日
・
22
日

○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
同
館
集
合
）　

■定
各
日
10
人

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以

上
）
■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
水
辺
の
い
き
も
の
み
っ
け
♪

■日
４
月

29
日
○土
、
５
月
６
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時

■定
各
回
10
人

■持
着
替
え
等

▽
ほ
と
り
あ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

づ
く
り

■日
４
月
29
日
○土
・
30
日
○日
午
前

10
時
30
分

■費
寄
附
制
（
１
カ
ッ
プ
３
０

０
円
以
上
）

▽
丸
太
切
り
体
験

■日
５
月
3
日
○水
・
4

日
○木
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

▽
下
池
で
ボ
ー
ト
遊
び

■日
５
月
４
日
○木

・
５
日
○金
午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１
時

・
２
時

■定
各
回
５
組
（
１
艇
大
人
２
人

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

・
子
供
２
人
ま
で
）
■費
寄
附
制
（
１
艇

５
０
０
円
以
上
）
■申
各
回
２
日
前
ま
で

▽
ザ
リ
ガ
ニ
を
食
べ
て
み
よ
う

■日
５
月

５
日
○金
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

■費

寄
附
制
（
１
皿
５
０
０
円
以
上
）

▼
自
然
観
察
会
「
新
緑
の
植
物
観
察
会
」

■日
５
月
13
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■定
15
人

■師
富
樫
捷
士
氏
（
自
然
観
察
指

導
員
）
■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以
上
）

■申
５
月
11
日
○木
ま
で

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐

８
６
９
３

■他
HP

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交

■日
４
月
5
日
○水
・
12
日

○水
・
19
日
○水
午
前
９
時
30
分

▼
数
独
教
室

■日
4
月
７
日
○金
・
14
日
○金

・
21
日
○金
・
28
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
段
ボ
ー
ル
箱
で
か
ん
た
ん
燻
製

■日
４

月
8
日
○土
午
前
９
時
30
分
（
同
館
集
合
）

■定
先
着
12
人

■費
６
０
０
円

■持
軍
手
等

▼
里
山
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
６
㎞
）
■日

４
月
22
日
○土
午
前
９
時
30
分（
同
館
集
合
）

▼
共
通

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談

■日
４
月
6
日
○木
・
13
日
○木

・
20
日
○木
・
27
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

▼
健
康
入
浴

■日
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日

■時
女
湯
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

男
湯
…
１
時
〜
３
時
30
分

■費
２
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
企
画
展
イ
ベ
ン
ト
「
描
か
れ
た
出
羽
三

山
‐
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
に
よ
る
作
品

展
‐
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク

■日
４
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分

■定
先
着
30
人

■申
前
日
ま
で

▼
企
画
展
示
「
出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展
」
■日
４
月
15
日

○土
〜
６
月
19
日
○月

▼
共
通

■費
大
人
…
４
０
０
円

高
校
生

・
大
学
生
…
３
０
０
円

小
・
中
学
生
…

２
０
０
円

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２

７

■他
HP

致
道
博
物
館

▼
時
を
刻
む
‐
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
１

年
特
別
展

徳
川
家
康
と
酒
井
忠
次

■日

４
月
29
日
○土
〜
６
月
12
日
○月

■場
同
館

■内
家
康
と
忠
次
の
道
程
を
た
ど
る
展
示
、

国
宝
の
太
刀
2
振
の
展
示　

■費
大
人
…
８

０
０
円

学
生
…
４
０
０
円

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円

▼
記
念
講
演
会
「
酒
井
家
の
歴
史
と
徳
川

家
康
」
■日
４
月
30
日
○日
午
後
２
時　

■場

荘
銀
本
店
ホ
ー
ル

■定
先
着
２
０
０
人

■内
酒
井
家
草
創
の
歴
史
か
ら
忠
次
と
家
康

の
関
係
性　

■師
平
野
明
夫
氏
（
國
學
院
大

學
兼
任
講
師
）
■申
４
月
25
日
○火
ま
で
致

道
博
物
館
へ
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▼
共
通

■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９

９
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

４
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ブ
ッ
セ
」
■日
４
月

８
日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■日
４
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、

５
０
０
円

▼
日
本
料
理
教
室

■日
４
月
15
日
○土
午
前

10
時

■費
３
、
０
０
０
円

▼
鶴
岡
の
黄
色
の
笹
巻
作
り

■日
４
月
22

日
○土
午
後
１
時

■費
２
、
０
０
０
円

▼
多
肉
植
物
の
寄
植
え
教
室

■日
４
月
23

日
○日
午
後
１
時
30
分

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら

や
☎
64
‐
３
０
９
３

■他
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
５
月
８
日
○月

乙
種
第
４
類
…

11
日
○木
・
12
日
○金
（
２
日
間
）

■場
・
■申

４
月
10
日
○月
〜
５
月
1
日
○月
に
消
防
本
部

予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
へ

■他
申
込
書

等
は
消
防
本
部
等
に
設
置

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
５
月
14
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場
消
防

本
部

■定
20
人

■内
成
人
へ
の
心
肺
蘇そ

生

法

■申
４
月
14
日
○金
〜
5
月
7
日
○日
に
消

防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ

■他
希

望
者
に
テ
キ
ス
ト
あ
り（
■費
２
０
０
円
）。

応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
事
前
受
講
者
は
実

技
講
習（
■時
午
前
10
時
30
分
）の
み
。
市
HP

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
を
学
ぶ

地
域
連
携
講
座「
ヤ
マ
学
」（
全
５
回
）

■日
・
■内
５
月
20
日
○土
…
国
指
定
史
跡
を
学

ぶ
：
古
城
小
国
の
里
づ
く
り　

6
月
17
日

○土
…
庄
内
の
女
た
ち
：
作
家
の
妻
た
ち
を

中
心
に

7
月
22
日
○土
…
庄
内
の
哲
学
者

た
ち

9
月
9
日
○土
…
ふ
る
さ
と
の
森
林

に
育
ま
れ
て
元
気
に
生
き
よ
う
！
：
未
来

に
繋
ぐ
自
然
の
宝

10
月
7
日
○土
…
鶴
岡

市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
３
：
下
水
道

資
源
循
環
の
実
現

■場
・
■申
４
月
20
日
○木

か
ら
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐
２
５
３

７
へ

■他
各
回
午
後
に
現
地
研
修
あ
り
。

講
座
の
詳
細
、
費
用
、
講
師
等

は
HP消

防
設
備
士
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
消
防
設
備
士
試
験
（
甲
種
・
乙
種
〈
共

に
全
類
〉）
■日
５
月
27
日
○土

■場
庄
内
Ｊ

Ａ
ビ
ル
（
酒
田
市
）、山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ（
山
形
市
）　

■申
電
子
…
４
月
10
日
○月
ま

で　

書
面
…
４
月
3
日
○月
〜
4
月
13
日
○木

▼
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・
乙
種
〈
全

類
〉・
丙
種
）
■日
６
月
17
日
○土

■場
鶴
岡

工
業
高
校　

■申
電
子
…
４
月
21
日
○金
〜
５

月
８
日
○月

書
面
…
４
月
24
日
○月
〜
５
月

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

11
日
○木

▼
共
通

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６

１

■他
願
書
等
は
消
防
本
部
等

に
設
置
。
HP

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

（
２
日
間
）

■日
６
月
８
日
○木
・
９
日
○金

■場
酒
田
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
酒
田
市
）　

■定
１
０

０
人

■申
４
月
10
日
○月
〜
17
日
○月
に
日
本

防
火
・
防
災
協
会
☎
03
‐
６
２
６
３
‐
９

９
０
３
へ

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
等
に

設
置初

め
て
の
水
墨
画
教
室

■日
４
月
以
降
の
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
後
２
時

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■師
梅
本
幸
仙
氏
（
日
本
水
墨

画
協
会
参
与
）
■費
１
回
５
０
０
円

■申

如
月
会
☎
33
‐
２
７
７
２

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

■日
昼
の
部
…
４
月
７
日
○金
・
27
日
○木
、
5

月
11
日
○木
・
31
日
○水
、
６
月
30
日
○金
午
前

10
時

女
性
限
定
…
４
月
20
日
○木
、
6
月

15
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■対
市
内
在
住
の

60
歳
以
上
各
日
15
人

■場
・
■申
同
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
４
４
３
６

■他
HP

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

貸
館
の
受
付

▼
来
年
５
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
今
年

11
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
４
月
15
日
○土

通

常
受
付
…
５
月
１
日
○月
か
ら

▼
来
年
６
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
今
年

12
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
5
月
15
日
○月

通

常
受
付
…
６
月
１
日
○木
か
ら

▼
来
年
7
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来
年

1
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
６
月
15
日
○木

通

常
受
付
…
７
月
１
日
○土
か
ら

▼
８
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等

利
用

■日
５
月
１
日
○月
か
ら
先
着
順　

▼
9
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等

利
用

■日
6
月
１
日
○木
か
ら
先
着
順

▼
10
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等

利
用

■日
7
月
１
日
○土
か
ら
先
着
順

▼
共
通

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が

行
う
芸
術
文
化
事
業
等
。
利
用
調
整
会
議

（
■時
午
後
６
時
30
分

■場
同
館
）
に
要
出

席

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

■他
空
き

状
況
は
HP

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
育
て
ま
せ
ん
か

ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
種
の
無
料
配
布

■日
４
月
17
日
○月
午
前
9
時
か
ら

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室

■対
市
内
在
住
の

方
先
着
１
０
０
人

■内
種
約
20
粒

■問
本

所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か

推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
26
‐

募
集

講
座
・
講
習
会
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０
１
３
９

■他
市
HP

天
神
祭

道
真
公
・
親
子
化
け
も
の
募
集

▼
菅
原
道
真
公

■対
昭
和
42
年
生
ま
れ

（
数
え
年
57
歳
〈
道
真
公
が
大
宰
府
に
配

流
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
〉）
の
男
性
1
人

■内
天
神
は
ん
く
ね
り
の
中
で
時
代
衣
装
を

着
て
練
り
歩
く

■申
４
月
17
日
○月
ま
で

▼
親
子
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！

■対
年
長

児
と
そ
の
保
護
者
先
着
60
組（
２
人
１
組
）

■申
５
月
８
日
○月
ま
で

■他
お
菓
子
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り

▼
共
通

■日
５
月
25
日
○木

■申
本
所
観
光

物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事
務
局

☎
35
‐
１
３
０
１

入
居
時
期
は
７
月
上
旬

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

城
南
２
号
、
末
広
３
号
、

大
西
町
住
宅
…
各
１
戸

美
原
１
号
、
東

部
３
号
、
茅
原
１
号
…
各
２
戸

城
南
１

号
…
３
戸

■申
４
月
17
日
○月
〜
21
日
○金
に

山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
庄
内
事
務

所
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

■他
抽
せ
ん
会
は

５
月
1
日
○月

金
峰
少
年
自
然
の
家

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

■日
４
月
22
日
○土
〜
23
日
○日

■対
高
校
生
以

上
の
方

■申
４
月
１
日
○土
〜
13
日
○木
に
HP

■問
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０　

■他
高
校
生
は

保
護
者
の
参
加
同
意
書
が
必
要
。

HP

ふ
る
さ
と
の
川
愛
護
活
動
支
援
事
業

参
加
団
体
募
集

　

県
が
管
理
す
る
河
川
や
海
岸
区
域
の
清

掃
、
除
草
、
花
の
植
栽
な
ど
の
活
動
を
２

０
０
ｍ
以
上
の
区
間
で
実
施
す
る
団
体
に

対
し
、
一
定
額
の
活
動
負
担
金
や
刈
払
機

の
貸
出
し
を
支
援
し
ま

す
。

■申
５
月
８
日
○月
ま
で
庄

内
総
合
支
庁
河
川
砂
防

課
☎
66
‐
５
６
２
１
へ

ふ
れ
あ
い
の
道
路
愛
護
事
業「
マ

イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
」募
集

県
が
管
理
す
る
道
路
の
清
掃
、
除
草
、

樹
木
せ
ん
定
、
歩
道
除
雪
な
ど
の
内
、
い

ず
れ
か
１
つ
以
上
を
行
う
団
体
に
対
し
、

一
定
額
の
活
動
負
担
金
を
支
援
し
ま
す
。

■申
５
月
12
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
道
路

計
画
課
☎
66
‐
５
６
１
７
へ

Ｊ
Ｔ
の
森　

森
林
保
全
活
動

参
加
者
募
集

■日
５
月
20
日
○土
午
前
９
時
（
い
こ
い
の
村

公
園
多
目
的
広
場
集
合
）
■内
植
栽
、
防

風
柵
製
作
、
松
く
い
虫
被
害
木
の
伐
倒
見

学
等

■申
４
月
28
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８
へ

■他
小
雨

決
行み

ん
な
で
楽
し
ん
で
歌
お
う

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
会

■日
水
曜
日
午
前
11
時
（
月
２
回
）
■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡

か
た
く
り
の
花
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

▼
作
品
募
集

■
応
募
規
定

カ
ラ
ー
・

モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
（
四
つ
切
り
・
ワ
イ

ド
四
つ
切
り
）
■
応
募

作
品
題
名
・

撮
影
場
所
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
５
月
7
日
○日
ま
で
㈱
月
山
あ

さ
ひ
振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

▼
展
示

■日
５
月
13
日
○○○
〜
６
月
25
日
○日

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４

１
１鶴

陵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
写
真
展

「
心
に
残
る
自
然
風
景
」作
品
募
集

▼
作
品
募
集

■対
庄
内
在
住
の
方

■
応

募
規
定

カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト

（
四
つ
切
り
・
Ａ
４
）
１
人
２
点
ま
で

■
応
募

作
品
の
題
名
、
住
所
、
氏
名
等

必
要
事
項
を
応
募
票
に
記
入
の
上
、
５
月

10
日
○水
ま
で
に
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
28
‐

１
１
２
８
へ

▼
展
示

■日
５
月
15
日
○○○
〜
24
日
○○○

■場

荘
内
銀
行
本
店

七
窪
思
恩
園
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

■日
６
月
11
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■場
七
窪
思
恩
園

■定
10
店
舗
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
）
■申
４
月
28
日
○金
ま

で
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
シ
オ
ン
☎
68

‐
５
４
７
７
へ

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
団
体
・
個
人
の
募
集

同
館
談
話
室
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
、
希
望
す
る
団
体
・
個
人
に
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
（
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
は

実
費
。
作
品
の
販
売
は
禁
止
）。

■
展
示
期
間

７
日
以
内

■申
同
館
☎
25

‐
１
０
５
０

お
魚
出
前
教
室
の
希
望
団
体

を
募
集
し
ま
す

庄
内
浜
文
化
伝
道
師
が
、
保
育
園
や
学

校
等
に
出
張
し
て
、
さ
ば
き
実
演
や
調
理

実
習
等
の
食
育
体
験
を
実
施
し
ま
す
。
日

程
や
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
希
望
を
伺
い

な
が
ら
調
整
し
ま
す
。

■対
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
等

■申
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

■他

金
額
に
よ
っ
て
実
費
負
担
あ
り
。
市
HP

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

■日
①
４
月
15
日
○土　

②
30
日
○日

■時
午
後

1
時
〜
４
時
45
分

■対
結
婚
を
希
望
す
る

方
及
び
そ
の
親
各
日
５
組

■場
・
■申
①
４

月
12
日
○水
ま
で
、
②
26
日
○水
ま
で
や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支

所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

■他
仲
人
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
が

た
縁
結
び
た
い
」
募
集
。
HP

相
談



24

土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

特
設
登
記
相
談
会

■日
４
月
20
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■場
市
役
所
本
所

■内
登
記
一
般
、
境
界
問

題
等

■問
土
地
家
屋
調
査
士
会
（
白
幡
）

☎
22
‐
４
３
８
４

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■日
・
■場
４
月
26
日
○水
…
市
役
所
本
所
６
階

大
会
議
室　

５
月
24
日
○水
…
市
役
所
本
所

別
棟
２
号
館

■時
午
前
10
時
〜
11
時

■内

新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
４
月
26
日
○水
午
後
２
時
〜
４
時

■場
市

役
所
本
所

■内
相
続
、
事
業
の
許
可
手
続

き
、
外
国
人
在
留
資
格
手
続
き
等
の
相
談

■問
同
会
鶴
岡
支
部
（
佐
藤
）
☎
33
‐
８
８

６
８い

じ
め
な
ど
に
関
す
る

相
談
窓
口

い
じ
め
を
は
じ
め
、
学
校
生
活
で
の
悩

み
や
相
談
ご
と
が
あ
っ
た
ら
１
人
で
悩
ん

だ
り
我
慢
し
た
り
し
な
い
で
、
気
兼
ね
な

く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
文
部
科
学
省
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ

イ
ヤ
ル
」
☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１

０
（
24
時
間
受
付
）

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８
１
８
１
（
月

曜
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時
30
分

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
「
24
時
間
子
供
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐

８
３
８
３
（
24
時
間
受
付
）

▽
本
市
の
相
談
窓
口
は
本
紙
27
ペ
ー
ジ
参

照
。
市
HP

冬
期
間
休
館
し
て
い
た
水
道

資
料
館
が
開
館
し
ま
す

ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
展
示
で
水
道
事
業
の

歴
史
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

■日
４
月
１
日
○土
〜
11
月
30
日
○木
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

23
‐
７
７
３
１

酒
田
港　

４
月
の
国
際
ク
ル

ー
ズ
船
寄
港
情
報

■日
４
月
6
日
○木
・
20
日
○木
…
シ
ル
バ
ー
・

ミ
ュ
ー
ズ

13
日
○木
…
ル
・
ソ
レ
ア
ル

14
日
○金
…
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

■問
プ
ロ
ス
パ
ー
ポ
ー
ト
さ
か
た
ポ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
協
議
会
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２

７
０
１

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会

■日
４
月
11
日
○火
・
24
日
○月
午
前
10
時
、
午

後
1
時
30
分

■場
鶴
岡
第
２
地
方
合
同
庁

舎　

■定
各
回
12
人

■内
制
度
の
概
要
、
申

請
相
談
等

▼
所
得
税
等
確
定
申
告
の
振
替
納
税
日

■日
所
得
税
…
４
月
24
日
○月

消
費
税
…
27

日
○木

■他
前
日
ま
で
に
口
座
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い■問

同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
館
の
お
知
ら
せ

４
月
29
日
○土
〜
５
月
7
日
○日
は
休
ま
ず

開
館
し
ま
す
（
５
月
8
日
○月
は
休
館
）。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
☎
29
‐
１
８
８
０

旧
致
道
館
…
☎
23
‐
４
６
７
２

大
宝
館

…
☎
24
‐
３
２
６
６

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

同
免
状
に
貼
り
付
け
る
写
真
は
、
撮
影

さ
れ
て
か
ら
10
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
付
後

10
年
を
経
過
す
る
免
状
を
お
持
ち
の
方
は

書
換
え
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

山
形
支
部
の
３
月
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

の
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
健
康
保
険
料
率

９
・
９
８
％
（
従
前

の
保
険
料
率
は
９
・
９
９
％
）

▼
介
護
保
険
料
率

１
・
８
２
％
（
従
前

の
保
険
料
率
は
１
・
６
４
％
）

ま
た
併
せ
て
、
疾
病
予
防
の
推
進
の
た

め
、
４
月
以
降
の
生
活
習
慣
病
予
防
検
診

の
自
己
負
担
額
を
軽
減
し
ま
す
。

■問
同
支
部
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
７
２
２

６
自
生
山
菜
の
放
射
性
物
質
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

自
生
山
菜
の
発
生
時
期
を
迎
え
ま
す
。

次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
生
山
菜
は
、
生
育
環
境
の
違
い
に
よ

り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
た
め
、
出
荷
前
の
自
主
検
査
を
徹
底
し
、

安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
出
荷
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
に
よ
る
通
信
販
売
も
含
ま
れ
ま
す

▽
過
去
に
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
か
ら
基
準
値
を

超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
荷
時
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

■問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５

５
３
７

朝
日
連
峰
周
辺
へ
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

本
地
域
は
、
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保

護
地
域
と
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
生
態
系
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
森
林
管
理
局
朝
日
庄
内
森
林
生
態

系
保
全
セ
ン
タ
ー
☎
58
‐
１
７
３
０

そ
の
他

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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◎問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

開館５周年記念事業

森 山 直 太 朗
20th ア ニ バ ー サ リ ー ツ ア ー
素晴らしい世界〈後篇〉

６月17日（土）　午後６時開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール

チケット料金（指定席・税込）
7,700円
※３歳以下入場不可。
４歳以上チケット必要。

※当日券は500円増し。

チケット販売
◆市民先行エントリー（１人４枚まで）
●受付期間
４月５日○水午後７時まで
●受付方法
同館HPからのみ（座席指定不可。申込み多数

の場合は抽せん。インターネット環境がない方は

同館に問合せ）
● チケット引換え
　４月11日○火～19日○水に同館へ（クレジットカ
ード不可）
◆一般販売
●販売開始日時
　４月22日○○○午前10時から先着順
●販売方法
・同館HP（座席指定不可。チケットの郵送は別途
　送料600円）
・同館窓口販売（座席指定可）
◎問合せ
　同館☎24‐5188

チケット料金（全席指定・税込）
6,900円
※３歳以上チケット必要。
※当日券は500円増し。

チケット販売
◆市民先行エントリー
●受付期間
４月２日○日午前10時～16日○日午後７時
● 受付方法
ローソンチケット（スマートフォンの電子チケ

ットのみ。座席指定不可。申込み多数の場合は抽
せん）
◆一般販売
●販売開始日時
　６月18日○日午前10時から先着順
●販売方法
　ローソンチケット、チケットぴあ、イープラス
◎問合せ
　㈱ジー・アイ・ピー（GIP）

問合せフォーム▶

チケット申込み▶

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　

9mm Parabellum Bullet9mm Parabellum Bullet
presents
 「19th Anniversary Tour」

7月19日（水） 午後６時30分開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール
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●酒田日和山桜まつり ■日 4月８日○土～17日○月
（ライトアップは午後６時30分～９時） ■場日和
山公園（駐車場：同公園第１～第３駐車場、酒
田港本港東ふ頭駐車場） ■内千石船のライトアッ
プ、ぼんぼり点灯、露店　■問酒田観光物産協会☎
0234‐24‐2233
●舞鶴公園 桜のライトアップ ■日 4月８日○土～
23日○日午後６時30分～９時　■場同公園、八森自
然公園等（駐車場：舞鶴公園駐車場） ■問酒田市
八幡総合支所☎0234‐64‐3111

お花見に出かけよう
桜まつり●酒田市

４年ぶりに開催！
三川町菜の花まつり●三川町

■日５月６日○土午前10時～午後３時 ■場いろり火
の里周辺 ■内菜の花むすめ撮影会、キャラクター
ショー、キッチンカー出店等　■問三川町観光協会
☎66‐4656

庄内町の桜の名所
楯山公園桜まつり●庄内町

■日４月15日○土・16日○日午前11時～午後４時 ■内
ガッサーモンつかみどり、露店 ■問庄内町商工観
光課☎0234‐42‐2922

カートソレイユ最上川
春のファン感謝ウィーク●庄内町

■日４月15日○土～23日○日午前９時～午後５時　■内
期間中、庄内町以外に在住の方もスポーツカート
・レジャーカートを町民料金で体験可能 ■場・■問
同カート場☎0234‐42‐2282　■他HP

市
の
ご
み
処
理
施
設
を　

見
学
し
た
い
で
す

町
内
会
の
研
修
の
一
環
で
、
ご
み
処

理
施
設
を
見
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
見
学
が
可
能
な
日
時
な
ど
を
教
え

て
ほ
し
い
で
す
。

施
設
で
見
学
可
能
日
時
や

申
込
先
が
異
な
り
ま
す

市
の
ご
み
焼
却
施
設
と
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」
で
は
、
小
学

校
の
校
外
学
習
や
町
内
会
の
研
修
な
ど
、

団
体
で
の
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

団
体
で
の
見
学
に
は
申
込
み
が
必
要
で
、

施
設
に
よ
っ
て
、
見
学
可
能
日
時
や
申

込
先
が
異
な
り
ま
す
。

★
各
施
設
の
見
学
可
能
日
時
等
は
次
の

と
お
り
で
す

■
ご
み
焼
却
施
設
（
宝
田
三
丁
目
13
‐

６
）

▽
見
学
可
能
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
11
時
50
分
、
午
後
１
時
〜

４
時
（
祝
日
も
見
学
可
。
た
だ
し
、
５

QＡ

月
３
日
〜
５
日
、
12
月
31
日
〜
１
月
３

日
は
見
学
不
可
）

※
個
人
で
の
自
由
見
学
も
で
き
ま
す
が
、

職
員
の
解
説
は
付
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ

つ
る
お
か
エ
コ
・

ア
ー
ス
㈱
☎
33
‐
９
６
５
０

■
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
く
る
り
ん
館
」

（
水
沢
字
水
京
68
‐
１
）

▽
見
学
可
能
日
時

月
曜
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
11
時
50
分
、
午
後
１
時
〜

４
時
（
た
だ
し
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
は
見
学
不
可
）

※
個
人
で
の
見
学
も
、
可
能
な
限
り
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ

同
館
☎
35
‐
３

５
５
７

★
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
も
各
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま
す
！

ご
み
処
理
の
仕
組

み
を
分
か
り
や
す
く

学
べ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
ご
み
問
題
や
環
境
問
題
を

考
え
る
機
会
と
し
て
、
施
設
見
学
の
ほ

か
、
ご
み
分
別
出
前
講
座
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
廃
棄
物
対
策
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　
　本所総務課☎35‐1117

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

ごみ焼却施設
☟

くるりん館
☟
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　4/4 ～ 5/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10:00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 25日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木10：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 28日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　4/4 ～ 5/3
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
４．８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
       〃 13：30 ～16：00 　　   　  〃

24○月 9：00～11：00 消防本部
25○火 9：00～11：00 　   〃
27○木 9：30～11：30 市役所本所
〃 13：00～15：30 　　〃

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和５年２月28日現在）
　住民基本台帳人口合計：120,086人
　　 （男：57,725人、女：62,361人）
　世帯数：49,364世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111 FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日 ＜日曜日、祝日＞　　　　  　   ①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日 ＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

②13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。！
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■作り方■作り方

ごま豆腐
①ゴマと水をミキサーにかけ、粉状にする。
②ざるでこして、ゴマのかすを取り除く。
③②に葛粉を入れて火にかける。
④とろみが出るまで混ぜる。
⑤④を型に入れる。
⑥ヘラなどで形を整えながら数分間置き、
　表面が乾いたら少しずつ水を入れて冷や
　す。
⑦そのまま１時間30分～２時間置く。
⑧水を捨て、８等分に切る。
あんかけ
⑨葛粉以外の材料を鍋に入れ、火にかける。
⑩全体が煮立ってきたら、適量の出汁（分量
　外）でといた葛粉を入れ、とろみを付ける。

⑩⑩⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

喜楽庵 代表取締役社長
山本 喜文さん

臼杵市
飲食店の
方から

精進料理の一つである「ごま豆腐」ですが、臼杵市
では葬儀の際にお客様に振る舞う風習があります。
葛粉でとろみを付け、全国でも珍しい独特の甘いた
れで食べるのが、臼杵のごま豆腐の特徴です。
鶴岡でもごま豆腐が食べられていると思いますが、
ぜひ作っていただき、臼杵の味も楽しんでください。

■材料（８人分）材料（８人分）
ごま豆腐
ゴマ 63g
水 450ml
葛粉 75g

あんかけ
出汁（だし） 250ml
濃口しょう油 55ml
刺身しょう油 18ml
みりん 18ml
砂糖 50g
葛粉 適量

④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

盛り付けたら完成！
お皿にあんかけを入れ、その上
にごま豆腐を入れたら完成！

生姜などを
ッピングすると
トッ
華やかに！華や

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

鶴岡のごま豆腐と
食べ比べてみてください
本市で親しまれている
ごま豆腐のレシピは、
『つるおかおうち御膳』
や本紙の昨年７月号に
掲載されています。味
わいの違いを楽しんで
みてください。

広報「つるおか」令和
４年７月号はこちら

豊後水道に面し、比較的険しい
山稜に囲まれた、人口3.5万人
ほどの小都市です。その地形と地
質によって、まろやかな水が育ま
れ、水が重要となる醸造業が発達
してきました。
また、土作りにこだわった有機農
産物や、身の引き締まった魚を提
供する和食店が並ぶ〝美味しい〟
まちです！

　これまで、「黄飯・黄飯かやく」「きらすまめし」
「茶台寿司」を紹介してきたこのコーナー。
　第４回目は、「ごま豆腐」を紹介します。鶴岡
市で親しまれているごま豆腐とは違い、甘いたれ
で食べます。ぜひ作ってみてください。

●本所食文化創造都市推進課☎35‐1185
臼杵市の
ゆるキャラ

「ほっとさん」

臼杵市臼杵市

×
‐定期連載‐

臼
う す き

杵市の郷土料理

ごま豆腐ごま豆腐


